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明
治
・
大
正
期
日
本
の
食
塩
市
場
と
塩
専
売
制
度
を
め
ぐ
る
経
済
史
研
究
の
意
義
と
課
題

）

二
七　
（

は
じ
め
に

　

古
く
か
ら
人
々
が
生
命
維
持
に
必
須
な
ミ
ネ
ラ
ル
の
補
給
と
調

味
に
用
い
た
食
塩
は
、
近
代
初
期
ま
で
食
品
の
保
存
も
し
く
は
加

工
食
品
の
原
料
と
し
て
用
途
を
広
げ
て
き
た
（
佐
藤
・
渡
邉
（
二

〇
〇
九
、
三
七-

四
二
頁
））。
こ
の
よ
う
な
消
費
用
途
の
飛
躍
的

な
拡
大
に
よ
っ
て
需
要
を
高
め
た
食
塩
は
、
一
次
産
品
と
し
て
食

生
活
で
不
可
欠
な
役
割
を
果
た
し
、
製
塩
地
の
沿
岸
部
と
非
製
塩

地
の
内
陸
部
を
接
続
す
る
輸
送
ル
ー
ト
が
古
代
か
ら
整
備
さ
れ（
た
）
1

。

さ
ら
に
、
三
都
の
人
口
増
加
と
海
上
輸
送
の
発
展
が
生
じ
た
徳
川

時
代
に
食
塩
は
、
全
国
的
商
品
と
し
て
流
通
範
囲
を
拡
大
さ
せ
、

非
製
塩
地
で
も
食
塩
を
大
量
に
用
い
る
加
工
食
品
の
生
産
が
可
能

と
な
っ
た
（
岡
（
一
九
八
二
ａ
、
八-

一
一
頁
））。
一
方
で
、
同

時
期
に
は
平
野
部
の
新
田
開
発
拡
大
と
技
術
発
展
が
農
業
に
土
地

生
産
性
の
上
昇
を
も
た
ら
し
、
農
産
加
工
業
の
発
展
を
促
し
た
。

そ
こ
で
、
一
九
世
紀
初
期
ま
で
に
は
大
規
模
な
製
塩
地
を
擁
さ
な

い
関
東
地
方
で
も
醤
油
の
大
醸
造
家
が
出
現
し
、
食
塩
は
加
工
食

品
原
料
と
し
て
の
役
割
を
強
め
た
（
荒
居
（
一
九
六
五
、
三
九

一-

五
頁
）、
速
水
・
宮
本
（
一
九
八
八
、
四
二-

六
三
頁
）、
新

保
・
斎
藤
（
一
九
八
九
、
九-

二
六
頁
）、
井
奥
（
二
〇
〇
六
））。

こ
う
し
た
消
費
用
途
の
多
様
化
は
、
近
代
に
さ
ら
な
る
進
展
が
見

ら
れ
た
。
図
1
に
は
、
消
費
統
計
の
作
成
が
開
始
さ
れ
た
一
九
〇

八
年
度
以
降
の
用
途
別
食
塩
消
費
量
を
示
し（
た
）
2

。

　

図
1
よ
り
、
一
九
二
〇
年
代
ま
で
家
庭
・
漬
物
製
造
塩
が
用
途

別
食
塩
消
費
量
の
最
多
を
占
め
た
。
但
し
、
家
庭
用
と
漬
物
製
造

用
を
区
別
し
た
一
九
四
二-

四
三
年
度
統
計
で
二
用
途
合
計
消
費

二
七

明
治
・
大
正
期
日
本
の
食
塩
市
場
と

　
　
　
塩
専
売
制
度
を
め
ぐ
る
経
済
史
研
究
の
意
義
と
課
題（

＊
）

前

田

廉

孝



史
　
　
　
学
　
第
八
八
巻
　
第
一
号

）

二
八　
（
二
八

図
１
　
用
途
別
食
塩
消
費
量
・
曹
達
製
造
／
醤
油
醸
造
塩
消
費
比
率
（
1908-60

年
度
）

注
1
）　
曹
達
製
造
塩
消
費
量
に
は
曹
達
用
と
特
定
化
学
用
の
合
計
、
そ
の
他
消
費
量
に
は
麺
類
製
造
、
油
脂
、
火
薬
、
窯
業
、
石
灰
、
精
製
、
工
業
そ
の
他
、
選
種
、
肥
料
、
家
畜
、
獣
皮
保
存
、
鉱
業
、

医
薬
、
そ
の
他
、
輸
移
出
用
の
合
計
を
示
し
た
。

注
2
）　
曹
達
製
造
／
醤
油
醸
造
塩
消
費
比
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
消
費
量
に
対
す
る
比
率
を
示
し
た
。

資
料
）　
日
本
専
売
公
社
（
1966、

678-85
頁
）
よ
り
作
成
。



明
治
・
大
正
期
日
本
の
食
塩
市
場
と
塩
専
売
制
度
を
め
ぐ
る
経
済
史
研
究
の
意
義
と
課
題

）

二
九　
（
二
九

量
の
う
ち
前
者
は
四
八
％
を
占
め
た
（
日
本
専
売
公
社
（
一
九
六

六
、
六
八
一
頁
））。
そ
こ
で
、
そ
れ
以
前
に
も
家
庭
・
漬
物
製
造

塩
の
約
半
分
が
家
庭
で
消
費
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
一
九
二
〇
年
代

ま
で
用
途
別
食
塩
消
費
量
の
最
多
は
醤
油
醸
造
塩
が
占
め
た
と
言

え
よ
う
。
一
方
で
、
そ
の
合
計
消
費
量
に
対
す
る
比
率
は
一
九
三

〇
年
代
初
頭
ま
で
二
〇
％
台
で
推
移
し
、
明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
示

さ
な
か
っ
た
。
そ
の
時
期
に
お
け
る
消
費
量
増
加
の
中
心
は
魚
類

塩
蔵
塩
が
占
め
、
一
九
〇
八-
一
〇
年
度
平
均
か
ら
一
九
一
七-

一
九
年
度
平
均
ま
で
の
合
計
消
費
量
に
対
す
る
用
途
別
増
加
寄
与

率
は
、
醤
油
醸
造
塩
の
〇
・
三
％
を
大
幅
に
上
回
る
三
五
・
七
％
に

達
し
た
（
大
蔵
省
専
売
局
（
一
九
三
一
、
七
二-

三
頁
））。
こ
れ

は
、
漁
船
の
動
力
化
が
漁
獲
量
を
増
加
さ
せ
た
こ
と
に
起
因
し
、

一
九
〇
九-

一
九
年
に
日
本
の
動
力
付
き
漁
船
数
は
二
四
六
隻
か

ら
四
〇
三
二
隻
へ
増
加
し
た
（
農
商
務
省
（
一
九
一
一
、
三
七

四-

七
頁
、
一
九
二
〇
ａ
、
二
八
三-

四
、
三
〇
〇-
八
頁
）、

三
島
（
一
九
八
五
、
一
九-

二
五
頁
））。
ま
た
、
同
時
期
の
第
一

次
大
戦
期
に
増
加
を
開
始
し
た
曹
達
製
造
塩
消
費
量
は
、
水
酸
化

ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
化
学
薬
品
の
生
産
が
拡
大
し
た
一
九
三
〇
年
代

に
急
速
な
伸
び
を
示
し
た
（
庄
司
（
一
九
三
八
、
三
一
一
頁
））。

図
1
か
ら
も
曹
達
製
造
塩
消
費
比
率
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
大
き

く
上
昇
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
大
戦
間
期

に
食
塩
需
要
の
中
心
は
魚
類
塩
蔵
塩
を
含
む
食
用
関
連
消
費
か
ら

曹
達
製
造
塩
消
費
へ
移
行
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
古
く
か
ら
多
面
的
な
必
需
性
を
有
し
た
が
ゆ
え

に
食
塩
は
、
古
代
か
ら
様
々
な
国
々
で
歳
入
源
と
し
て
の
役
割
を

負
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
西
欧
で
は
紀
元
前
五
〇
六
年
に
古
代

ロ
ー
マ
が
塩
専
売
制
を
導
入
し
た
。
そ
し
て
、
中
世
に
は
ヴ
ェ
ネ

チ
ア
が
食
塩
貿
易
の
統
制
に
よ
っ
て
歳
入
を
獲
得
し
、
プ
ロ
ヴ
ァ

ン
ス
で
は
ア
ン
ジ
ュ
ー
公
シ
ャ
ル
ル
が
塩
税
を
設
定
し
た
（
マ
ル

ソ
ー
フ
（
一
九
八
九
、
二
九-

四
一
頁
））。
ま
た
、
古
代
中
国
で

は
解
州
塩
池
の
占
有
を
め
ぐ
る
争
奪
が
繰
り
返
さ
れ
、
漢
代
の
武

帝
が
導
入
し
た
塩
専
売
制
は
歳
入
源
と
し
て
枢
要
な
役
割
を
果
た

し
た
（
佐
伯
（
一
九
八
七
、
七-

五
九（
頁
）
3

））。
さ
ら
に
、
日
本
で

も
古
代
に
一
部
の
地
域
は
調
庸
塩
を
貢
納
し
、
中
世
に
は
年
貢
塩

を
徴
収
す
る
荘
園
が
成
立
し
た
（
清
水
（
一
九
四
七
、
二
四
五-

六
一
頁
）、
廣
山
（
二
〇
一
六
、
一
四-

五
頁
））。
そ
し
て
、
諸

藩
が
特
産
品
対
象
の
藩
専
売
を
実
施
し
た
徳
川
時
代
に
は
塩
専
売

制
を
導
入
し
た
藩
も
多
く
現
れ
た
（
吉
永
（
一
九
八
二
、
三
七

九-
四
四
三
頁
））、
堀
江
（
一
九
三
三
、
二
六
八-

七
六
頁
））。

こ
の
よ
う
に
、
古
代
か
ら
広
範
な
地
域
で
権
力
者
は
食
塩
の
生
産

も
し
く
は
流
通
よ
り
歳
入
を
獲
得
し
、
そ
れ
は
近
代
に
も
継
続
し

た
。



史
　
　
　
学
　
第
八
八
巻
　
第
一
号

）

三
〇　
（

　

例
え
ば
、
二
〇
世
紀
転
換
期
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー

帝
国
は
塩
・
煙
草
専
売
制
度
か
ら
財
政
収
入
の
一
三-

一
八
％
を

獲
得
し
た
（Pam

m
er

（2010,  p.  148

））。
ま
た
、
日
本
も
一

八
九
九
年
に
台
湾
で
、
一
九
〇
五
年
に
内
地
で
そ
れ
ぞ
れ
塩
専
売

制
度
を
導
入
し
た
。
つ
ま
り
、
近
代
日
本
で
食
塩
は
多
様
な
消
費

用
途
と
高
い
必
需
性
を
有
し
、
歳
入
源
と
し
て
の
役
割
ま
で
果
た

し
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
経
済
史
研
究
で
食
塩
の
生

産
・
流
通
・
消
費
と
そ
れ
ら
を
規
定
し
た
政
策
に
対
す
る
関
心
は

高
く
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
食
用
関
連
需
要
の
動
向
に
消

費
規
模
が
規
定
さ
れ
た
第
一
次
大
戦
期
ま
で
の
時
期
を
対
象
に
、

日
本
の
食
塩
市
場
と
塩
専
売
制
度
を
め
ぐ
る
経
済
史
研
究
の
意
義

と
課
題
を
検
討
し
た
い
。

1
．
戦
前
期
日
本
経
済
と
食
塩
需
給

（
1
）
戦
前
期
日
本
経
済
に
お
け
る
食
塩

　

従
来
に
お
い
て
近
代
日
本
経
済
史
研
究
は
、
経
済
成
長
の
源
泉

を
工
場
制
大
工
業
の
成
立
に
求
め
て
き
た
。
そ
し
て
、
一
八
八
〇

年
代
以
降
の
大
規
模
工
場
に
お
け
る
生
産
拡
大
と
そ
れ
に
よ
っ
て

外
国
貿
易
の
主
役
を
担
っ
た
繊
維
業
、
一
八
八
〇
年
代
後
半
の
第

一
次
企
業
勃
興
で
主
役
を
演
じ
た
鉄
道
業
と
同
時
期
に
財
閥
系
企

業
が
生
産
を
拡
大
さ
せ
た
鉱
山
業
、
さ
ら
に
日
清
戦
後
経
営
期
以

降
の
工
業
化
を
主
導
し
た
製
鉄
業
、
造
船
業
、
人
造
肥
料
製
造
業

な
ど
を
主
に
扱
っ
て
き
た
（
阿
部
・
中
村
（
二
〇
一
〇
、
三
頁
））。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
産
業
が
い
ず
れ
も
原
料
に
用
い
な
か
っ
た
食

塩
は
考
察
の
一
環
と
し
て
も
扱
わ
れ
ず
、
生
産
額
も
上
記
の
諸
産

業
よ
り
少
な
か
っ
た
。

　

戦
前
期
日
本
で
主
導
産
業
に
位
置
付
け
ら
れ
た
繊
維
業
は
、
一

八
九
〇
年
代
後
半
の
第
二
次
企
業
勃
興
期
に
お
け
る
五
ヶ
年
平
均

生
産
額
で
製
造
業
合
計
の
四
二
・
〇
％
を
占
め
た
。
一
方
で
、
同

期
間
の
製
造
業
合
計
生
産
額
で
製
塩
業
が
占
め
た
割
合
〇
・
八
％

は
製
糸
業
八
・
五
％
、
綿
糸
紡
績
業
七
・
一
％
よ
り
大
幅
に
低
か
っ

た
（
篠
原
（
一
九
七
二
、
一
四
〇-

一
、
一
八
八
、
二
〇
四
頁
））。

そ
れ
は
、
一
人
あ
た
り
消
費
額
の
少
な
さ
を
反
映
し
て
い
た
。

　

一
九
一
二-

一
四
年
に
お
け
る
工
業
用
を
含
む
一
人
あ
た
り
年

間
平
均
食
塩
消
費
量
二
二
・
一
斤
は
、
内
地
五
等
塩
元
売
捌
価
格

よ
り
〇
・
五
四
円
に
相
当
し
た
（
大
蔵
省
専
売
局
（
一
九
三
一
、

六
五-

七
、
七
五（
頁
）
4

））。
そ
れ
を
主
食
の
米
穀
と
比
較
す
れ
ば
、

同
期
間
の
一
人
あ
た
り
年
間
平
均
米
穀
消
費
量
一
・
一
石
は
東
京

市
卸
売
中
米
玄
米
価
格
よ
り
二
一
・
四
円
に
相
当
し
、一
人
あ
た
り

年
間
平
均
消
費
額
で
食
塩
は
米
穀
の
二
・
五
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た

（
農
商
務
省
（
一
九
二
〇
ｂ
、
四
四
頁
）、
農
商
省
食
糧
管
理
局

（
一
九
四
四
、
五
三
頁
））。
ま
た
、
食
塩
貿
易
も
金
額
ベ
ー
ス
で

三
〇



明
治
・
大
正
期
日
本
の
食
塩
市
場
と
塩
専
売
制
度
を
め
ぐ
る
経
済
史
研
究
の
意
義
と
課
題

）

三
一　
（

は
少
額
に
留
ま
っ
た
。

　

日
本
の
貿
易
構
造
は
、
製
品
輸
入
と
原
料
・
中
間
品
輸
出
が
軸

で
あ
っ
た
明
治
期
と
対
照
的
に
、
工
業
化
が
進
展
し
た
大
正
期
は

輸
入
額
の
五
三
％
を
原
料
、
輸
出
額
の
九
一
％
を
中
間
品
・
製
品

が
占
め
た
（Francks

（2015, pp. 52-3

））。
上
記
の
分
類
で
は

原
料
に
含
ま
れ
た
食
塩
も
ま
た
、
一
九
〇
九-

一
九
年
に
輸
入
量

が
四
四
一
五
万
斤
か
ら
八
億
一
五
一
六
万
斤
へ
一
八
・
五
倍
増
加

し
た
が
、
そ
の
輸
入
額
は
一
九
一
九
年
に
お
い
て
も
合
計
輸
入
額

の
〇
・
九
％
を
占
め
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
（
神
原
（
一
九
三
五
、

一
七
七
、
三
四
七
頁
））。
し
た
が
っ
て
、
貿
易
額
が
僅
少
な
食
塩

は
貿
易
史
研
究
の
考
察
対
象
に
も
位
置
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

以
上
に
示
し
た
要
因
か
ら
食
塩
の
生
産
と
流
通
に
対
す
る
関
心

は
低
調
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
は
在
来
産
業
史
研
究

が
原
料
と
し
て
食
塩
ま
で
考
察
の
射
程
を
伸
ば
し
た
。

（
2
）
醤
油
醸
造
業
史
研
究
と
食
塩

　

速
水
（
一
九
六
八
、
一
九
七
三
）、
新
保
・
速
水
・
西
川
（
一

九
七
五
）、
梅
村
・
新
保
・
速
水
・
西
川
（
一
九
七
六
）、
速
水
・

宮
本
（
一
九
八
八
）
に
代
表
さ
れ
る
数
量
経
済
史
研
究
は
、
徳
川

時
代
の
日
本
経
済
が
農
業
生
産
力
拡
大
と
農
村
工
業
化
を
基
盤
に

着
実
な
成
長
を
遂
げ
た
と
指
摘
し（
た
）
5

。
そ
し
て
、
徳
川
時
代
以
降

の
連
続
的
過
程
に
明
治
期
の
産
業
発
展
を
位
置
付
け
る
潮
流
が
生

ま
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
在
来
産
業
史
研
究
は
醤
油
醸
造
業
を
頻

繁
に
考
察
し
て
き
た
（
谷
本
（
二
〇
〇
二
、
二
七
八-

九（
頁
）
6

））。

　

長
谷
川
（
一
九
九
二
、
一
九
九
九
）
と
井
奥
（
二
〇
〇
三
）
が

総
括
し
た
よ
う
に
、
醤
油
醸
造
業
史
研
究
は
一
九
八
〇
年
代
か
ら

進
展
し
、
荒
居
（
一
九
六
五
）
な
ど
先
駆
的
研
究
が
概
括
的
な
検

討
に
留
め
た
原
料
の
産
地
と
取
引
の
実
態
ま
で
考
察
し
た
。
そ
し

て
、
ヤ
マ
サ
醤
油
を
事
例
と
し
た
長
妻
（
一
九
八
六
）、
井
奥

（
一
九
九
〇
）、
林
（
一
九
八
六
、
二
〇
〇
三
）
に
よ
れ
ば
、
関
東

地
方
の
大
醸
造
家
は
徳
川
時
代
よ
り
赤
穂
塩
な
ど
瀬
戸
内
地
域
産

塩
を
継
続
的
に
調
達
し
た
。
こ
う
し
た
原
料
塩
の
量
的
確
保
は
醸

造
規
模
拡
大
に
不
可
欠
で
あ
り
、
野
田
の
醸
造
家
も
原
料
塩
を
瀬

戸
内
地
域
か
ら
大
量
に
調
達
し
、
製
塩
地
と
近
接
し
た
龍
野
の
醸

造
家
は
天
明
期
に
自
ら
塩
田
経
営
を
開
始
し
た
（
山
下
（
一
九
九

四
、
一
九
九
九
）、
林
（
一
九
九
九
、
二
〇
〇
五
））。

　

こ
の
よ
う
に
醤
油
醸
造
業
史
研
究
は
、
原
料
調
達
の
分
析
か
ら

大
口
消
費
者
に
よ
る
遠
隔
地
間
食
塩
取
引
の
実
態
を
個
別
具
体
的

に
解
明
し
た
。
し
か
し
、
井
奥
（
一
九
九
〇
）
が
指
摘
し
た
よ
う

に
食
塩
は
、
醤
油
醸
造
業
の
原
料
費
に
占
め
る
比
率
が
大
豆
と
小

麦
よ
り
低
く
、
そ
の
調
達
に
考
察
の
重
点
は
置
か
れ
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
食
塩
取
引
の
様
態
を
規
定
し
た
食
塩
流
通
・
市
場

三
一
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は
外
生
的
に
捉
え
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
統
計
資

料
か
ら
俯
瞰
す
る
試
み
が
流
通
史
研
究
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。

（
3
）
流
通
史
研
究
と
食
塩

　

一
九
七
〇
年
代
か
ら
個
別
の
地
域
も
し
く
は
商
品
に
着
目
し
た

実
証
研
究
を
重
ね
た
流
通
史
研
究
は
、
石
炭
、
木
材
、
米
穀
、
肥

料
、
鉄
鋼
な
ど
金
額
的
も
し
く
は
量
的
な
輸
送
規
模
が
大
き
な
商

品
を
主
に
考
察
し
た
（
古
島
・
安
藤
（
一
九
七
五
）、
山
口
・
石

井
（
一
九
八
六
）、
柿
崎
（
二
〇
一
二
、
三
四
八（
頁
）
7

））。
そ
の
な

か
で
食
塩
は
、
序
節
で
先
述
し
た
よ
う
に
流
通
範
囲
こ
そ
全
国
的

な
規
模
ま
で
拡
大
し
て
い
た
が
、
低
廉
か
つ
軽
量
な
特
性
か
ら
金

額
的
・
量
的
な
輸
送
規
模
が
小
さ
く
、
主
た
る
考
察
対
象
に
は
含

ま
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
考
察
対
象
の
拡
充
が
進
ん
だ
二
〇
〇

〇
年
代
に
は
食
塩
ま
で
射
程
を
伸
ば
し
た
研
究
も
現
れ
た
。

　

例
え
ば
、
落
合
（
二
〇
〇
〇
）
は
塩
専
売
制
度
導
入
前
の
食
塩

取
引
を
検
討
し
、
一
八
八
〇
年
代
後
半
か
ら
東
京
が
集
散
市
場
と

し
て
機
能
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
鉄
道
輸
送
統
計
と
港

湾
統
計
の
分
析
か
ら
中
村
（
二
〇
〇
四
）
は
、
一
九
〇
〇
年
代
初

頭
の
東
日
本
で
食
塩
は
東
京
経
由
で
流
通
し
た
こ
と
を
数
量
的
に

示
し
た
。
以
上
の
成
果
は
、
塩
専
売
制
度
導
入
前
に
食
塩
の
取
引

規
模
拡
大
と
集
散
市
場
の
形
成
が
進
展
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
が
、
そ
の
市
場
は
塩
専
売
制
度
導
入
で
変
容
し
た
。

　

K
ydland and Prescott

（1977

）、M
cCallum

（1993

）、

T
aylor

（1993

）
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
強
大
な
政
策
的
裁
量
性

を
伴
っ
た
政
府
介
入
は
市
場
の
価
格
形
成
機
能
を
顕
著
に
低
下
さ

せ
る
。
そ
れ
は
、
政
府
が
流
通
過
程
を
裁
量
的
に
掌
握
し
た
専
売

制
度
の
下
に
お
け
る
食
塩
市
場
も
例
外
で
は
な
く
、
小
樽
、
東
京
、

徳
島
、
下
関
の
食
塩
価
格
を
相
関
分
析
し
た
中
西
（
二
〇
〇
二

ａ
）
は
塩
専
売
制
度
導
入
後
に
市
場
の
機
能
が
歪
め
ら
れ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

　

以
上
で
検
討
し
た
よ
う
に
食
塩
は
、
在
来
産
業
史
研
究
と
流
通

史
研
究
に
お
け
る
事
例
分
析
の
一
環
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き

た
が
、
序
節
で
先
述
し
た
一
次
産
品
と
し
て
の
特
徴
を
踏
ま
え
れ

ば
、
食
塩
に
着
眼
し
た
研
究
固
有
の
意
義
も
見
出
せ
る
。
本
節
で

既
述
し
た
よ
う
に
先
行
研
究
は
、
生
産
・
流
通
・
貿
易
に
関
す
る

諸
統
計
よ
り
金
額
的
も
し
く
は
量
的
な
規
模
を
基
準
に
考
察
対
象

の
中
間
財
・
最
終
財
を
選
択
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
基

準
の
下
で
は
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
基
礎
的
か
つ
必
需
的
な
用
途
で

消
費
さ
れ
た
商
品
を
対
象
に
需
給
と
市
場
の
拡
大
過
程
を
検
討
す

れ
ば
、
近
代
日
本
で
一
次
産
品
の
供
給
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
過
程

と
そ
の
要
因
を
探
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
一
次
産
品
の
大
量
供

給
は
、
近
代
日
本
の
急
速
な
工
業
化
と
経
済
成
長
を
下
支
え
し
た

三
二



明
治
・
大
正
期
日
本
の
食
塩
市
場
と
塩
専
売
制
度
を
め
ぐ
る
経
済
史
研
究
の
意
義
と
課
題

）

三
三　
（

こ
と
か
ら
、
そ
の
供
給
基
盤
の
形
成
に
着
目
し
た
考
察
は
工
業
化

と
経
済
成
長
の
密
接
な
関
連
を
議
論
し
て
き
た
経
済
史
研
究
の
進

展
に
お
い
て
も
重
要
な
意
義
を
有
し
う
る
。
以
上
の
考
察
を
、
一

九
〇
五
年
か
ら
専
売
品
と
し
て
政
策
的
に
需
給
が
調
整
さ
れ
た
食

塩
を
対
象
に
実
施
す
る
こ
と
は
、
戦
前
期
日
本
に
お
け
る
一
次
産

品
の
供
給
基
盤
形
成
過
程
で
政
策
的
需
給
調
整
が
果
た
し
た
役
割

と
限
界
を
示
す
こ
と
に
繋
が
ろ
う
。
そ
の
意
義
は
、
戦
前
期
日
本

で
拡
大
し
た
一
次
産
品
需
要
が
政
策
的
誘
導
に
基
づ
く
植
民
地
産

品
供
給
の
拡
大
で
補
塡
さ
れ
た
こ
と
か
ら
理
解
し
う（
る
）
8

。

（
4
）
植
民
地
に
よ
る
一
次
産
品
供
給
の
拡
大

　

一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
ま
で
に
お
い
て
ア
ジ
ア
で
唯

一
の
植
民
地
領
有
国
で
あ
っ
た
日
本
は
、
同
様
に
植
民
地
を
領
有

し
た
欧
米
列
強
よ
り
本
国
・
植
民
地
間
が
地
理
的
に
近
接
し
て
い

た
（Peattie

（1988, pp. 252-60

））。
そ
れ
が
ゆ
え
に
日
本
の

植
民
地
貿
易
結
合
度
は
欧
米
列
強
よ
り
高
く
、
両
大
戦
間
期
に
は

飛
躍
的
な
上
昇
を
遂
げ
た
（
山
澤
・
山
本
（
一
九
七
九
、
五
六-

七
頁
）、
溝
口
・
梅
村
（
一
九
八
八
、
二
八
六-

七
頁
）、O

kubo

（2007

）、
堀
（
二
〇
〇
九
、
七
二-

五
頁
））。
但
し
、
あ
く
ま
で

植
民
地
に
よ
る
一
次
産
品
供
給
拡
大
と
そ
れ
に
起
因
し
た
内
地
市

場
の
変
容
に
考
察
の
焦
点
を
絞
っ
た
場
合
は
、
金
子
（
一
九
八

五
）、
山
本
（
一
九
九
二
、
一
三
五-

四
一
頁
）、
松
本
（
一
九
九

六
）
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
が
戦
間
期
以
前
よ
り
進
展
し
て

い
た
点
に
着
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

植
民
地
に
よ
る
本
国
へ
向
け
た
一
次
産
品
の
供
給
は
、
他
の
植

民
地
領
有
国
で
も
同
様
に
確
認
で
き
、
外
国
産
品
の
植
民
地
産
品

に
よ
る
代
替
を
伴
っ
た
政
策
的
需
給
調
整
が
講
じ
ら
れ
た

（Lew
is

（1978, pp. 201-8

）、Findlay and O
’rourke

（2009, 
p.  426

））。
日
本
で
も
主
要
な
移
入
一
次
産
品
の
米
穀
と
砂
糖
は
、

一
八
九
〇
年
代
初
頭
と
一
八
七
〇
年
代
か
ら
外
国
産
品
輸
入
額
が

そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
、
植
民
地
領
有
後
に
関
税
率
操
作
、
戻
税
制
度

な
ど
政
策
的
誘
導
に
よ
っ
て
外
国
産
品
輸
入
の
代
替
が
進
展
し
た

（
糖
業
協
会
（
一
九
六
二
、
三
三
四-

六
〇（
頁
）
9

））。
例
え
ば
米
穀

の
場
合
は
、
日
露
戦
後
か
ら
都
市
化
と
工
業
化
に
応
じ
た
台
湾

米
・
朝
鮮
米
の
移
入
促
進
政
策
が
展
開
さ
れ
、
米
穀
消
費
量
に
占

め
る
植
民
地
米
の
比
率
（
植
民
地
米
依
存
率
）
は
一
九
二
〇
年
代

に
一
〇
％
を
超
過
し
た
。
そ
し
て
、
戦
間
期
に
内
地
で
は
植
民
地

米
移
入
に
供
給
の
一
部
を
依
存
し
た
米
穀
の
「
自
給
」
体
制
が
確

立
さ
れ
た
（
大
豆
生
田
（
一
九
九
三
、
二
四
六-

六
一
頁
））。
こ

の
よ
う
に
一
次
産
品
の
供
給
は
、
戦
間
期
以
前
か
ら
植
民
地
産
品

に
対
す
る
部
分
的
な
依
存
を
深
め
た
。
表
1
に
は
、
一
九
一
〇
年

代
中
葉
に
お
け
る
主
要
一
次
産
品
の
植
民
地
産
品
依
存
率
を
示
し

三
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表
1
よ
り
、
米
穀
の
植
民
地
産
品
依
存
率
は
む
し
ろ
相
対
的
に

低
く
、
他
の
一
次
産
品
も
砂
糖
を
筆
頭
と
し
て
植
民
地
産
品
に
対

す
る
供
給
の
依
存
を
第
一
次
大
戦
期
ま
で
に
深
め
て
い
た
。
そ
こ

で
、
植
民
地
産
一
次
産
品
の
調
達
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
過
程
を
理

解
す
る
際
に
、
食
塩
は
以
下
の
理
由
か
ら
考
察
に
適
す
る
。

　

植
民
地
塩
移
入
の
拡
大
過
程
で
政
府
は
主
導
性
を
強
く
発
揮
し

た
。
台
湾
塩
移
入
が
本
格
化
し
た
一
八
九
九
年
に
食
塩
の
植
民
地

産
品
依
存
率
は
、
一
九
一
四
年
に
お
け
る
米
穀
の
そ
れ
と
同
程
度

の
四
％
に
早
く
も
達
し
た
。
さ
ら
に
、
内
地
製
塩
量
は
一
九
〇
〇

年
代
前
半
を
頂
点
に
増
加
せ
ず
、
塩
専
売
制
度
下
で
拡
大
し
た
食

塩
需
要
は
輸
移
入
量
の
増
加
で
補
塡
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
植
民

地
塩
依
存
率
は
、
一
九
一
七
年
か
ら
一
〇
％
台
後
半
以
上
で
推
移

し
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
四
〇
％
を
超
え
た
（
前
田
（
二
〇
一

八
ｂ
））。
こ
の
よ
う
に
、
塩
専
売
制
度
は
導
入
当
初
か
ら
食
塩
の

供
給
面
で
植
民
地
塩
に
対
す
る
依
存
を
深
め
、
そ
の
移
入
拡
大
を

促
進
し
た
。
そ
こ
で
、
第
一
次
大
戦
期
ま
で
に
お
け
る
食
塩
市
場

の
変
容
を
塩
専
売
制
度
の
運
用
過
程
と
並
列
的
に
検
討
す
る
こ
と

で
、
同
制
度
が
食
塩
の
輸
移
入
も
含
む
流
通
過
程
を
一
元
的
に
掌

握
し
た
か
ら
こ
そ
、
一
次
産
品
の
調
達
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
過
程

で
植
民
地
産
品
の
移
入
促
進
を
伴
う
需
給
調
整
政
策
が
果
た
し
た

三
四

表１　主要１次産品の植民地産品依存率・需要の価格弾力性
1912-17 年平均

単　位 植民地産品輸移入量 内地消費量 植民地産品依存率 需要の価格弾力性

砂糖 担 319,307,942 563,122,556 56.7% 0.193

米穀 担   1,782,333  56,419,964  3.2% 0.024

大豆 石   1,233,536   5,984,729 20.6% 0.072

食塩 千斤     185,761   1,185,524 15.7% 0.022

注 1 ）　植民地には台湾、朝鮮、関東州、青島を含み、貿易統計で内地に算入されていた樺太は含まない。
注 2）　内地消費量のうち砂糖と大豆は原資料で期首・期末在庫が考慮されていない。
注 3）　需要の価格弾力性は、各年の弾力性を算出した上で、それに用いた 2ヶ年間平均消費量をウェイトとした

加重平均から求めた。なお、砂糖価格は「内地産中等品精製糖価格（東京）」、米穀価格は「東京正米価格」、
大豆価格は「大阪市場肥後産価格」、食塩価格は「全国平均元売捌価格」を用いた。大豆価格に大阪価格
を用いた理由は、農商務省農務局（1919b、63-4 頁）に東京価格は「支那産白一石価格」として示され、中
国産大豆は消費量で内地産大豆を大幅に下回ったことから大豆価格を代表し得ないと判断したためである。

注 4）　塩専売制度下で食塩は、食用等に用いられる一般定価塩と曹達製造用等に用いられる特別定価塩に分類さ
れ、価格が 2つ存在した。しかし、合計売渡量に後者が占めた割合は 1917 年でも 6.1%に過ぎなかった。
そこで、需要の価格弾力性を算出する際に消費量は、表中の内地消費量ではなく、大蔵省専売局（1931、
63 頁）より一般定価塩売渡量を用いた。

資料）　関東都督府（1914、299-300 頁）、関東都督府（1915、325 頁）、関東都督府（1917、339-40 頁）、関東都督府
（1918、378-9 頁）、農商務省農務局（1919a、56、59 頁、1919b、27、52-3、63-4 頁）、大蔵省専売局（1931、
17、63、66、72-3 頁）、中沢（1932、430-50 頁）、神原（1935、485、491-2、593 頁）より作成。
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済
史
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役
割
と
限
界
を
明
ら
か
に
で
き
よ
う
。

　

以
上
を
研
究
史
上
で
重
視
す
べ
き
課
題
に
挙
げ
る
理
由
は
、
食

品
原
料
を
含
む
食
用
に
供
さ
れ
た
一
次
産
品
の
消
費
動
向
が
価
格

の
み
な
ら
ず
消
費
者
の
嗜
好
に
も
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ

る
。
そ
の
特
徴
は
、
次
項
で
示
す
よ
う
に
、
食
塩
な
ど
必
需
性
が

高
い
商
品
に
強
く
現
れ
た
こ
と
と
関
連
す
る
。

（
5
）
植
民
地
産
品
と
消
費
者
の
嗜
好

　

主
に
内
地
産
品
を
取
引
し
た
内
地
市
場
が
植
民
地
産
品
の
移
入

量
増
加
に
よ
っ
て
質
的
変
容
を
遂
げ
た
こ
と
は
、
米
穀
市
場
を
事

例
に
用
い
た
研
究
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
米
穀
は
、
内
地
産
品

と
輸
移
入
品
の
品
種
が
異
な
り
、
一
八
九
〇
年
代
以
降
に
輸
入
さ

れ
た
外
国
米
の
多
く
は
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
イ
ン

デ
ィ
カ
米
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
内
地
に
お
い
て
栽
培
さ
れ
た
短

粒
で
粘
り
の
あ
る
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
と
異
な
り
、
長
粒
で
粘
り
が
少

な
か
っ
た
。
一
方
で
、
一
八
九
〇
年
代
に
一
石
あ
た
り
平
均
価
格

が
七
・
二
九
円
の
外
国
米
は
、
九
・
四
五
円
の
内
地
米
よ
り
二
三
％

低
廉
で
あ
り
、
東
北
・
九
州
地
方
農
村
部
と
北
海
道
・
福
岡
県
の

産
炭
地
な
ど
限
ら
れ
た
地
域
で
消
費
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
（
農

商
務
省
農
務
局
（
一
九
一
四
、
七
三
頁
）、
中
沢
（
一
九
三
三
、

三
四
二-

七
八
頁
）、
持
田
（
一
九
七
〇
、
五
九-

六
二
頁
））。

こ
う
し
た
差
異
を
有
し
た
外
国
米
と
内
地
米
の
中
間
に
植
民
地
米

は
位
置
付
け
ら
れ
た
。
な
か
で
も
内
地
米
と
品
種
が
近
似
し
た
朝

鮮
米
は
、
韓
国
併
合
直
後
か
ら
内
地
米
品
種
の
導
入
に
よ
る
品
種

改
良
が
進
展
し
、
一
九
一
九
年
に
は
朝
鮮
内
耕
作
面
積
の
五
三
％

に
改
良
品
種
が
植
え
付
け
ら
れ
た
（
菱
本
（
一
九
三
八
、
一
三
九

頁
）、
李
（
二
〇
一
五
、
八
四
頁
））。
そ
の
一
方
で
、
イ
ン
デ
ィ

カ
種
を
栽
培
し
た
台
湾
で
内
地
米
品
種
の
導
入
開
始
は
、
台
湾
総

督
府
が
蓬
莱
米
を
開
発
し
た
一
九
二
〇
年
代
ま
で
待
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
（
大
豆
生
田
（
一
九
九
三
、
二
三
五-

六
頁
））。

し
た
が
っ
て
、
第
一
次
大
戦
期
以
前
の
内
地
で
は
品
種
の
異
な
る

米
穀
が
流
通
し
、
そ
れ
ら
を
消
費
者
は
同
じ
性
質
と
見
做
さ
な
か

っ
た
こ
と
で
内
地
米
穀
市
場
の
価
格
形
成
機
能
が
阻
害
さ
れ
た
。

　

財
・
サ
ー
ビ
ス
の
過
不
足
を
価
格
の
変
動
に
よ
っ
て
調
整
す
る

価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
需
給
調
整
と
資
源
配
分
の
最
適
化
に
貢
献

し
、
成
立
し
た
価
格
は
当
該
市
場
が
集
約
し
た
情
報
を
反
映
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
に
改
め
て
着
目
し
たFam

a

（1970

）
は
、
取

引
参
加
者
が
有
す
る
全
て
の
情
報
を
価
格
へ
瞬
時
的
に
反
映
さ
せ

る
市
場
を
効
率
的
市
場
（effi

cient m
arket

）
と
定
義
し
、
そ

の
時
点
で
得
ら
れ
る
全
情
報
を
織
り
込
ん
だ
価
格
形
成
の
成
否
は

情
報
効
率
性
（m

arket effi
ciency

）
の
基
準
で
判
断
さ
れ
る
。

し
か
し
、
既
往
研
究
で
は
予
め
定
め
た
サ
ン
プ
ル
期
間
に
お
け
る

三
五
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八
八
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一
号
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三
六　
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価
格
形
成
の
平
均
的
な
情
報
効
率
性
を
二
元
論
的
に
結
論
づ
け
る

方
法
が
採
ら
れ
、
サ
ン
プ
ル
期
間
内
に
生
じ
た
情
報
効
率
性
の
通

時
的
な
変
動
は
把
握
で
き
な
か
っ
た
（
野
田
（
二
〇
一
四
）、
前

田
（
二
〇
一
五
））。
そ
こ
で
、Ito, N

oda, and W
ada

（2014

）

で
開
発
さ
れ
た
時
変
計
量
経
済
モ
デ
ル
を
用
い
たIto, M

aeda, 
and N

oda

（2016b, 2018

）
は
、
一
八
八
一
年
か
ら
一
九
三
二

年
の
米
穀
取
引
所
先
物
取
引
を
対
象
に
情
報
効
率
性
の
通
時
的
な

変
動
を
計
測
し
た
。

　

戦
前
期
日
本
の
米
穀
取
引
所
は
、
単
一
の
内
地
米
銘
柄
に
基
づ

く
標
準
品
取
引
が
実
施
さ
れ
た
点
で
現
代
の
商
品
取
引
所
と
共
通

し
た
一
方
で
、
恒
常
的
な
現
物
受
渡
が
実
行
さ
れ
た
点
に
特
徴
を

有
し
た
。
但
し
、
そ
の
方
法
は
現
代
と
同
様
に
、
買
方
に
よ
る
受

渡
品
の
選
択
は
認
め
ら
れ
ず
、
受
渡
品
が
標
準
品
と
異
な
る
場
合

は
差
金
決
済
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
受
渡
供
用
品
は
一
九
一
三
年
ま

で
原
則
的
に
内
地
米
の
み
指
定
さ
れ
た
が
、
米
価
高
騰
時
に
政
府

は
受
渡
米
供
給
量
の
潜
在
的
増
加
に
よ
る
米
価
抑
制
を
目
的
に
米

穀
取
引
所
へ
輸
移
入
米
の
臨
時
受
渡
代
用
を
強
制
し
た
。
し
か
し
、

先
述
し
た
よ
う
に
輸
移
入
米
は
内
地
米
と
品
質
差
を
有
し
、
そ
の

受
渡
代
用
が
認
め
ら
れ
た
時
期
に
は
標
準
品
と
著
し
く
品
質
の
異

な
る
米
穀
を
受
け
渡
さ
れ
る
恐
れ
が
買
方
に
生
じ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
標
準
品
で
あ
る
内
地
米
の
将
来
価
格
を
予
想
す
る
米
穀
先
物

取
引
の
情
報
効
率
的
な
価
格
形
成
を
妨
げ
た
。
そ
の
一
方
で
、
一

九
一
〇
年
代
の
品
種
改
良
で
内
地
米
と
の
品
質
差
が
縮
小
し
た
朝

鮮
米
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
一
貫
し
て
受
渡
供
用
品
に
指
定
さ
れ

た
が
、
同
時
期
の
情
報
効
率
性
は
低
下
し
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、

内
地
に
お
け
る
米
穀
消
費
の
嗜
好
に
対
応
し
た
朝
鮮
米
の
品
質
変

化
は
、
価
格
形
成
の
情
報
効
率
性
上
昇
に
寄
与
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
植
民
地
産
品
依
存
率
が
相
対
的
に
低
か
っ
た
米

穀
市
場
で
す
ら
、
内
地
の
商
品
市
場
は
植
民
地
産
品
の
政
策
的
移

入
拡
大
と
そ
の
品
質
変
化
に
規
定
さ
れ
た
質
的
変
容
を
遂
げ（
た
）
10

。

そ
こ
で
、
中
西
（
二
〇
〇
二
ｂ
）
が
海
外
市
場
と
「
相
互
規
定
的

な
同
質
の
市
場
」
と
し
て
捉
え
る
べ
き
と
主
張
し
た
内
地
商
品
市

場
は
、
以
上
に
示
し
た
近
年
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
れ
ば
、
む
し

ろ
「
同
質
の
市
場
」
へ
向
け
た
質
的
変
容
の
過
程
を
動
態
的
に
理

解
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
に
即
し
た

考
察
で
扱
う
対
象
と
し
て
食
塩
は
適
す
る
。

　

表
1
よ
り
、
食
塩
は
需
要
の
価
格
弾
力
性
が
主
要
一
次
産
品
の

な
か
で
最
も
低
か
っ
た
。
需
要
の
価
格
弾
力
性
は
、
価
格
変
化
率

に
対
す
る
需
要
変
化
率
の
比
率
を
絶
対
値
で
示
し
、
必
需
性
の
高

さ
と
反
比
例
す
る
値
が
低
か
っ
た
食
塩
は
主
要
一
次
産
品
の
な
か

で
最
も
高
い
必
需
性
を
有
し
た
。
こ
れ
は
、
現
代
に
至
る
ま
で
食

塩
の
代
用
品
は
存
在
し
な
い
点
に
起
因
し
、
入
手
可
能
な
食
塩
の

三
六
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三
七　
（

品
質
が
自
ら
の
嗜
好
に
適
し
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
す
ら
人
々

は
食
塩
市
場
と
の
関
わ
り
を
断
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
政
策
的
に
促
進
さ
れ
た
植
民
地
塩
の
移
入
拡
大
は
、
あ

ら
ゆ
る
消
費
者
を
巻
き
込
み
な
が
ら
進
展
し
た
こ
と
で
内
地
の
消

費
動
向
を
強
く
規
定
し
、
食
塩
市
場
の
構
造
を
大
き
く
変
容
さ
せ

た
。
こ
の
よ
う
な
食
塩
市
場
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
植
民
地
産
品

の
供
給
基
盤
形
成
過
程
と
内
地
に
お
け
る
市
場
の
質
的
変
容
と
の

関
連
を
明
瞭
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

但
し
、
米
穀
及
び
砂
糖
と
異
な
り
、
食
塩
は
食
用
に
供
さ
れ
な

い
工
業
原
料
と
し
て
の
役
割
を
有
し
た
点
も
等
閑
に
伏
す
べ
き
で

は
な
く
、
食
塩
需
要
の
拡
大
を
曹
達
製
造
塩
消
費
量
の
増
加
が
牽

引
し
た
戦
間
期
以
降
は
関
東
州
な
ど
植
民
地
製
塩
業
に
対
す
る
製

塩
会
社
の
進
出
も
拡
大
し
た
（
兒
玉
（
二
〇
一
七
））。
こ
の
特
徴

に
も
着
目
す
れ
ば
、
第
一
次
大
戦
期
を
画
期
に
様
相
が
異
な
っ
た

経
済
的
対
外
進
出
の
過
程
を
同
一
商
品
の
事
例
か
ら
理
解
す
る
こ

と
も
可
能
に
な
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、
次
節
以
降
で
は
食
塩
需
給

の
変
遷
と
そ
の
関
連
政
策
を
考
察
し
た
先
行
研
究
に
つ
い
て
、
塩

専
売
制
度
の
導
入
前
と
導
入
後
に
区
分
し
た
上
で
検
討
し
、
研
究

史
上
の
課
題
を
明
確
に
し
た
い
。

2
．
塩
専
売
制
度
導
入
前
を
対
象
と
し
た
諸
研
究

（
1
）
塩
専
売
制
度
の
導
入
過
程

　

一
九
五
〇
年
代
か
ら
日
本
塩
業
研
究
会
が
主
導
し
た
近
代
日
本

塩
業
史
研
究
は
、
一
九
〇
五
年
に
お
け
る
塩
専
売
制
度
導
入
の
経

緯
と
動
機
を
分
析
し
、
大
蔵
省
専
売
局
（
一
九
二
二
）
が
「
明
治

三
十
七
年
日
露
交
戦
ノ
際
ニ
於
テ
財
政
上
ノ
必
要
ニ
ヨ
リ
発
案
セ

ラ
レ
」（
二
五
頁
）
と
著
し
た
制
度
導
入
目
的
を
再
検
討
し
た
。

　

日
本
専
売
公
社
総
合
企
画
室
で
調
査
役
補
を
務
め
た
加
茂
詮
ら

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
日
本
塩
業
研
究
会
は
、
日
本
専
売
公
社
職

員
と
瀬
戸
内
地
域
の
高
校
・
大
学
教
員
ら
か
ら
構
成
さ
れ
た
。
こ

の
研
究
会
が
刊
行
す
る
論
文
集
『
日
本
塩
業
の
研
究
』
の
創
刊
号

で
加
茂
（
一
九
五
八
）
は
、「
専
売
制
度
施
行
前
ま
で
に
つ
い
て

は
、
近
代
日
本
塩
業
構
造
史
上
極
め
て
重
要
な
時
期
」（
一
〇
八

頁
）
と
指
摘
し
、「
塩
専
売
制
度
実
施
後
第
一
次
大
戦
終
了
に
至

る
間
の
わ
が
塩
業
構
造
は
、
日
本
資
本
主
義
が
確
立
さ
れ
た
後
の

成
長
の
期
間
に
あ
っ
た
に
比
べ
れ
ば
、
或
い
は
そ
の
大
波
に
の
ま

れ
て
没
し
去
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い
運
命
を
専
売
制
に
よ
っ
て
救

わ
れ
」（
一
二
一
頁
）
た
と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
な
塩
専
売
制

度
の
製
塩
業
に
対
す
る
産
業
保
護
機
能
を
重
要
視
す
る
見
解
は
、

一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
日
本
専
売
公
社
職
員
の
国
内
製
塩
業
に

三
七
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対
す
る
現
状
認
識
に
基
づ
い
た
。

　

食
塩
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
岩
塩
採
掘
、
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア

ジ
ア
で
は
燃
料
を
要
し
な
い
天
日
製
塩
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
岩
塩
鉱
床
の
存
在
が
確
認
さ
れ
ず
、
気
象
条
件
か

ら
天
日
製
塩
法
も
利
用
で
き
な
い
日
本
で
食
塩
は
異
な
る
方
法
に

よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
。
そ
の
方
法
は
、
鹹
砂
が
敷
か
れ
た
塩
田
で

海
水
よ
り
塩
分
濃
度
が
高
い
鹹
水
を
採
取
す
る
採
鹹
、
石
炭
な
ど

燃
料
の
燃
焼
に
よ
っ
て
煮
詰
め
た
鹹
水
か
ら
食
塩
を
析
出
す
る
煎

熬
の
二
工
程
で
構
成
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
日
本
の
製
塩
業
は
諸

外
国
よ
り
工
程
が
煩
雑
で
あ
り
、
燃
料
費
も
要
し
た
こ
と
で
価
格

競
争
力
を
欠
い
た
（
小
澤
（
二
〇
〇
〇
、
七-

一
一
一
頁
））。
そ

こ
で
、
一
九
五
三
年
か
ら
日
本
専
売
公
社
は
採
鹹
工
程
の
自
動
化

が
可
能
な
流
下
式
塩
田
の
導
入
を
積
極
的
に
推
進
し
た
（
日
本
専

売
公
社
（
一
九
五
八
ｂ
、
二
二
七-

八
頁
））。
そ
の
年
に
日
本
専

売
公
社
へ
入
職
し
た
加
茂
は
、
眼
前
で
進
む
製
塩
業
の
変
化
を

「
近
代
的
な
産
業
と
し
て
発
展
し
て
い
く
」
過
程
と
理
解
し
た

（
加
茂
（
一
九
九
三
ａ
、
二
五
二
頁
））。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
加
茂

（
一
九
五
八
）
は
国
内
製
塩
業
が
一
九
五
〇
年
代
ま
で
存
続
し
え

た
事
実
を
、「
専
売
制
度
た
る
国
家
的
統
制
力
が
在
来
塩
業
を
大

な
り
小
な
り
保
護
し
て
い
る
結
果
」（
一
四
一
頁
）
と
捉
え
た
。

日
本
塩
業
研
究
会
の
会
員
ら
も
以
上
の
認
識
を
共
有
し
、
山
本

（
一
九
六
〇
）、
関
口
（
一
九
六
〇
）、
河
手
（
一
九
六
一
、
一
九

六
三
）
が
塩
専
売
制
度
の
導
入
過
程
を
考
察
し
た
。

　

こ
れ
ら
一
九
六
〇
年
代
の
成
果
か
ら
加
茂
（
一
九
七
六
）
は
、

塩
専
売
制
度
導
入
を
「
官
民
（
三
派
）
一
体
の
塩
専
売
論
と
な
っ

て
結
実
し
た
結
果
」（
一
七
頁
）
と
総
括
し
た
。
そ
の
「
三
派
」

と
は
、
第
一
に
「〈
保
護
規
制
〉
を
目
ざ
す
主
流
派
」
の
製
塩
家
、

第
二
に
「
自
主
的
な
〈
改
良
育
成
〉」
を
目
指
す
「
反
主
流
派
」

の
製
塩
家
、
第
三
に
製
塩
業
政
策
を
運
用
し
た
政
府
よ
り
構
成
さ

れ
、
い
ず
れ
も
塩
専
売
制
度
導
入
前
に
内
地
製
塩
業
の
存
続
を
憂

慮
し
て
い
た
点
で
共
通
し
た
（
四
頁
）。
そ
し
て
、「
主
流
派
」
製

塩
家
は
政
府
に
よ
る
内
地
製
塩
業
の
政
策
的
保
護
を
、「
反
主
流

派
」
製
塩
家
は
自
主
的
な
技
術
改
良
に
基
づ
く
価
格
低
落
と
品
質

向
上
に
よ
る
打
開
を
そ
れ
ぞ
れ
展
望
し
た
。
一
方
で
、
農
商
務
省

は
一
八
九
八
年
頃
か
ら
内
地
製
塩
業
保
護
と
技
術
改
良
を
目
的
に

塩
専
売
制
度
導
入
の
検
討
を
開
始
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
日

露
戦
争
が
開
戦
し
、
戦
費
の
調
達
を
迫
ら
れ
た
大
蔵
省
が
先
述
し

た
複
数
の
目
的
も
同
時
に
達
成
可
能
な
政
策
と
し
て
塩
専
売
制
度

を
導
入
し
た
。
以
上
の
理
解
が
示
さ
れ
た
時
期
に
、
柴
田
（
一
九

六
六
）
は
日
清
戦
後
に
食
塩
輸
入
額
が
急
増
し
た
こ
と
を
、
枝
吉

（
一
九
七
六
）
は
一
八
九
五-

九
七
年
に
食
塩
輸
入
量
も
三
四
倍

へ
急
増
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
官
民
が
共
有
し
た
内
地
製
塩
業
に

三
八
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対
す
る
憂
慮
の
根
拠
を
整
合
的
に
示
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
加
茂

（
一
九
七
六
）
が
総
括
し
た
塩
専
売
制
度
の
導
入
過
程
に
関
す
る

理
解
は
、
日
本
塩
業
研
究
会
内
で
も
共
有
さ
れ
た
。
但
し
、
同
研

究
会
内
部
で
も
見
解
に
若
干
の
相
違
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
で

き
る
。
そ
れ
は
、
一
八
九
九
年
に
製
塩
技
術
の
研
究
を
目
的
に
設

置
さ
れ
た
農
商
務
省
塩
業
調
査
所
が
一
九
〇
三
年
に
廃
止
さ
れ
た

こ
と
の
含
意
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

関
口
（
一
九
六
〇
）
は
、
塩
業
調
査
所
廃
止
を
大
蔵
省
に
よ
る

塩
専
売
制
度
導
入
準
備
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
、
所
管
し
た
農

商
務
省
と
も
事
前
の
合
意
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
捉
え
た
。
一
方

で
、
山
本
（
一
九
六
〇
）
は
同
所
廃
止
後
に
農
商
務
省
が
「
改
良

意
欲
の
放
棄
と
無
念
さ
を
、
あ
き
ら
か
に
宣
明
」（
一
七
四
頁
）

し
た
こ
と
に
着
目
し
、
両
省
間
の
合
意
形
成
は
想
定
せ
ず
、「
塩

専
売
事
業
は
全
く
「
征
利
」
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

当
初
に
お
け
る
主
柱
で
あ
っ
た
塩
業
の
改
良
は
専
売
法
中
に
全
く

謳
わ
れ
る
こ
と
と
な
く
、
た
だ
「
塩
業
ノ
廃
絶
ヲ
来
セ
ザ
ル
コ
ト

ヲ
期
ス
」
の
み
に
止
ま
っ
た
」（
一
四
九
頁
）
と
主
張
し
た
。
つ

ま
り
、
農
商
務
省
の
製
塩
業
政
策
と
大
蔵
省
の
塩
専
売
制
度
に
連

続
的
関
係
性
を
見
出
さ
ず
、
塩
専
売
制
度
の
製
塩
業
保
護
機
能
は

歳
入
獲
得
を
担
保
す
る
目
的
か
ら
派
生
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
さ
れ

た
。
こ
う
し
た
見
解
の
相
違
は
、
三
和
（
一
九
八
二
ａ
）
で
も
意

識
さ
れ
た
。

　

一
九
七
〇
年
代
に
従
来
の
経
済
史
研
究
が
外
生
的
要
因
と
し
て

扱
っ
て
き
た
経
済
政
策
を
内
生
的
に
捉
え
直
そ
う
と
試
み
た
日
本

経
済
政
策
史
研
究
会
で
三
和
良
一
は
、
経
済
政
策
史
研
究
に
お
け

る
分
析
視
角
の
確
立
を
図
っ
た
（
安
藤
・
長
岡
（
一
九
七
六
）、

田
島
・
三
和
（
一
九
七
七
））。
そ
し
て
、
三
和
は
「
客
観
的
利
害

状
況
」
と
政
策
に
関
連
す
る
諸
主
体
が
有
し
た
「
主
観
的
利
害
意

識
」
の
交
錯
か
ら
政
策
立
案
過
程
を
把
握
す
べ
き
と
提
唱
し
、
経

済
政
策
史
研
究
の
指
針
に
利
用
さ
れ
て
き
た
（
三
和
（
一
九
八
五
、

一
九
九
二
、
二
〇
一
二
）、
武
田
（
二
〇
〇
五
ａ
））。
こ
の
分
析

視
角
は
三
和
（
一
九
八
二
ａ
）
に
も
適
用
さ
れ
、
日
清
戦
後
の

「
客
観
的
利
害
状
況
」
た
る
食
塩
輸
移
入
の
拡
大
を
踏
ま
え
、
製

塩
業
に
お
け
る
同
業
者
団
体
の
会
員
総
会
、
政
府
諮
問
会
、
帝
国

議
会
の
議
事
録
か
ら
「
主
観
的
利
害
意
識
」
の
形
成
過
程
と
そ
の

諸
主
体
間
に
お
け
る
対
立
を
分
析
し
た
。

　

三
和
（
一
九
八
二
ａ
）
に
よ
れ
ば
、
台
湾
塩
移
入
が
拡
大
し
た

日
清
戦
後
に
農
商
務
省
は
、
内
地
製
塩
業
に
対
す
る
技
術
改
良
と

保
護
の
必
要
を
認
め
、
塩
専
売
制
度
導
入
も
選
択
肢
と
し
て
視
野

に
収
め
た
政
策
の
具
体
案
を
製
塩
業
に
お
け
る
同
業
者
団
体
の
意

見
も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
で
日
露
戦

争
が
開
戦
し
、
戦
費
の
調
達
を
迫
ら
れ
た
大
蔵
省
は
塩
専
売
法
案

三
九
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の
立
案
を
開
始
し
、「
直
ち
に
農
商
務
省
水
産
局
が
構
想
し
て
い

た
塩
業
保
護
論
お
よ
び
公
益
論
的
な
専
売
制
の
方
向
が
盛
り
込
ま

れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
」
が
、
法
案
の
立
案
に
農
商
務
省

水
産
局
の
技
官
も
関
与
し
た
こ
と
は
「
制
度
的
準
備
を
よ
り
現
実

に
適
合
的
な
も
の
と
す
る
の
に
大
い
に
役
立
っ
た
」（
六
六
六

頁
）
と
評
価
し
た
。
こ
の
よ
う
に
三
和
（
一
九
八
二
ａ
）
は
、
記

述
史
料
の
分
析
か
ら
加
茂
（
一
九
七
六
）
に
連
な
る
成
果
の
み
な

ら
ず
山
本
（
一
九
六
〇
）
の
見
解
も
踏
ま
え
た
統
一
的
な
解
釈
を

示
す
こ
と
で
研
究
水
準
を
大
幅
に
引
き
上
げ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
連
の
既
往
研
究
で
は
四
点
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
輸
移
入
拡
大
と
内
地
の
食
塩
市
場

　

第
一
の
課
題
は
、
日
清
戦
後
に
お
け
る
食
塩
輸
移
入
拡
大
が
内

地
の
食
塩
市
場
へ
及
ぼ
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
で
あ
る
。
前

項
で
先
述
し
た
枝
吉
（
一
九
七
六
）
は
、
工
学
会
・
啓
明
会
（
一

九
二
五
）
所
収
の
食
塩
貿
易
統
計
に
依
拠
し
、
一
八
九
五-
九
七

年
の
食
塩
輸
入
量
急
増
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
一
八
六
八-
一

九
一
二
年
の
食
塩
輸
入
量
を
示
し
た
同
統
計
は
、
一
八
六
八-

九

七
年
に
つ
い
て
輸
入
額
を
輸
入
量
と
し
て
誤
記
し
て
い
る
（
東
洋

経
済
新
報
社
（
一
九
二
五
、
一
八
五-

六
頁
））。
つ
ま
り
、
枝
吉

（
一
九
七
六
）
は
、
柴
田
（
一
九
六
六
）
と
同
様
に
、
食
塩
輸
入

額
の
急
増
を
示
し
て
い
た
。
一
方
で
、
柴
田
（
一
九
六
六
）
と
枝

吉
（
一
九
七
六
）
で
食
塩
輸
入
拡
大
の
原
因
に
挙
げ
ら
れ
た
食
塩

価
格
の
急
騰
が
日
清
戦
後
に
は
生
じ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
食
塩
輸

入
額
の
急
増
を
直
ち
に
食
塩
輸
入
量
の
急
増
と
同
一
視
は
で
き
ず
、

一
八
九
五-

九
七
年
の
内
地
食
塩
市
場
に
お
け
る
輸
入
外
国
塩
の

位
置
付
け
は
定
ま
っ
て
い
な
い
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
そ
の
後
の

一
八
九
九
年
に
は
台
湾
塩
の
移
入
が
本
格
化
し
、
第
一
節
第
四
項

で
先
述
し
た
よ
う
に
植
民
地
塩
依
存
率
も
同
年
か
ら
上
昇
し
た
。

こ
う
し
た
台
湾
塩
移
入
の
本
格
化
を
三
和
（
一
九
八
二
ａ
）
は

「
日
本
塩
業
の
再
編
成
を
促
す
大
き
な
要
因
」（
六
三
五
頁
）
と
評

価
し
た
が
、
そ
れ
は
内
地
塩
と
輸
移
入
塩
が
「
基
本
的
に
は
互
換

性
、
代
替
性
を
持
っ
て
い
る
」（
三
和
（
一
九
八
二
ｂ
、
六
八
七

頁
））
と
す
る
理
解
に
基
づ
い
た
。
し
か
し
、「
互
換
性
、
代
替

性
」
を
検
証
す
る
作
業
は
未
だ
に
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

　

中
村
（
一
九
六
七
）、
川
勝
（
一
九
七
六
、
一
九
七
七
、
一
九

八
一
）、
阿
部
（
一
九
八
三
）、
高
村
（
一
九
九
五
）、
谷
本
（
一

九
九
八
ａ
）
に
よ
る
綿
布
輸
入
拡
大
と
内
地
市
場
の
変
容
を
検
討

し
た
一
連
の
議
論
で
も
論
点
と
な
っ
た
よ
う
に
、
輸
入
品
と
国
産

品
の
競
争
関
係
は
双
方
の
価
格
差
及
び
品
質
差
に
規
定
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
食
塩
の
場
合
も
輸
移
入
塩
と
内
地
塩
の
価
格
差
及
び
品

質
差
が
検
討
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
枝
吉
（
一
九
七
六
）
は
一
八
九

四
〇
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六
年
に
輸
入
塩
が
内
地
塩
よ
り
低
廉
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
山
本

（
一
九
六
〇
）
は
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
（N

aCl

）
含
有
率
の
比
較
か

ら
輸
入
塩
が
内
地
塩
よ
り
高
品
質
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
さ

ら
に
、
醤
油
醸
造
業
史
研
究
は
ヤ
マ
サ
醤
油
の
事
例
か
ら
一
八
九

〇
年
代
後
半
以
降
に
お
け
る
外
国
塩
調
達
の
進
展
を
確
認
し
た

（
長
妻
（
一
九
八
四
）、
林
（
一
九
八
六
、
二
〇
〇
三
））。
そ
れ
で

も
な
お
、
既
往
研
究
に
は
三
点
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
は
、
内
地
塩
・
輸
移
入
塩
間
に
お
け
る
価
格
差
の
変
動
に

つ
い
て
で
あ
る
。
一
次
産
品
は
、
天
候
で
生
産
量
が
大
き
く
変
動

す
る
一
方
で
、
需
要
の
価
格
弾
力
性
が
低
い
こ
と
か
ら
消
費
量
の

変
化
は
硬
直
的
と
な
る
。
こ
う
し
た
一
次
産
品
の
特
徴
を
強
く
有

し
た
食
塩
の
価
格
は
、
塩
専
売
制
度
導
入
前
に
激
し
く
変
動
し
て

い
た
（
尾
坂
（
一
九
八
二
））。
一
八
八
七
年
一
月
基
準
卸
売
物
価

指
数
よ
り
一
九
〇
一
年
一
二
月
ま
で
一
八
〇
ヶ
月
間
の
変
動
係
数

は
、
総
平
均
指
数
〇
・
二
〇
三
に
対
し
、
食
塩
価
格
が
全
三
一
品

目
で
最
高
の
〇
・
四
一
一
で
あ
っ
た
（
日
本
銀
行
調
査
統
計
局

（
一
九
八
七
、
三-

二
三（
頁
）
11

））。
こ
う
し
た
価
格
変
動
リ
ス
ク
の

ヘ
ッ
ジ
を
目
的
と
し
て
一
八
九
五
年
に
東
京
商
品
取
引
所
で
食
塩

先
物
取
引
が
開
始
さ
れ
、
一
八
九
〇
年
代
後
半
に
は
全
国
二
一
ヶ

所
の
商
品
取
引
所
が
食
塩
を
上
場
し
て
い
た
（
小
谷
（
一
九
五
三
、

八
七
七-

一
〇
一
五
頁
）、
落
合
（
二
〇
〇
〇
））。
以
上
を
踏
ま

え
れ
ば
、
単
一
時
点
の
価
格
デ
ー
タ
か
ら
論
じ
ら
れ
た
内
地
塩
・

輸
移
入
塩
間
の
価
格
差
は
、
そ
の
通
時
的
な
変
動
ま
で
把
握
可
能

な
高
頻
度
の
時
系
列
デ
ー
タ
か
ら
分
析
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

第
二
は
、
輸
移
入
塩
間
相
互
の
価
格
差
に
つ
い
て
で
あ
る
。
各

輸
移
入
塩
の
価
格
は
一
様
で
な
く
、
柴
田
（
一
九
八
一
）
は
一
八

九
六
年
に
ド
イ
ツ
塩
価
格
が
清
国
塩
価
格
の
三
倍
以
上
に
達
し
た

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
価
格
変
動
が
激
し
い
食
塩
市

場
で
輸
移
入
塩
も
取
引
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
輸
移
入
塩
間
相
互
に

つ
い
て
も
価
格
差
と
そ
の
変
動
を
高
頻
度
の
時
系
列
デ
ー
タ
か
ら

分
析
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
は
、
内
地
塩
・
輸
移
入
塩
間
及
び
輸
移
入
塩
間
相
互
の
品

質
差
に
つ
い
て
で
あ
る
。
前
掲
の
山
本
（
一
九
六
〇
）
な
ど
先
行

研
究
は
、
食
塩
の
品
質
差
をN

aCl

含
有
率
の
差
と
し
て
把
握
し

て
き
た
。
し
か
し
、N

aCl

含
有
率
を
基
準
尺
度
に
用
い
た
品
質

の
規
格
化
は
塩
専
売
制
度
の
導
入
後
に
進
展
し
、
そ
れ
ま
で
消
費

者
ら
は
色
相
と
形
状
な
ど
外
観
か
ら
食
塩
の
品
質
を
判
断
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
移
入
開
始
直
後
の
台
湾
塩
は
「
結
晶
ザ
ラ
メ
糖
の

如
く
且
つ
並
等
塩
に
至
つ
て
は
灰
色
を
帯
び
一
見
砂
の
如
く
見
え

た
の
で
、
関
東
地
方
の
塩
商
は
勿
論
全
国
的
に
使
用
す
る
も
の

少
」（
鶴
本
（
一
九
三
八
、
二
六
七
頁
））
な
か
っ
た
。
ま
た
、
農

商
務
省
水
産
局
（
一
九
〇
四
）
が
「
塩
化
曹
達
百
ニ
対
シ
夾
雑
物

四
一



史
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量
三
分
内
外
ノ
モ
ノ
多
シ
斯
ノ
如
ク
品
質
佳
良
」（
五
四
一
頁
）

と
評
し
た
ド
イ
ツ
塩
で
す
ら
、「
本
邦
塩
ニ
比
シ
溶
解
悪
シ
ク
結

晶
分
沈
殿
ス
ル
」
欠
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
（
農
商
務
省
水
産
局

（
一
八
九
八
、
九
二
頁
））。
以
上
の
よ
う
に
、
輸
移
入
塩
間
で
も

ア
ジ
ア
産
天
日
塩
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
岩
塩
よ
り
夾
雑
物
を
多
く
含

み
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
塩
で
す
ら
使
用
上
の
欠
点
を
抱
え
た
。

そ
こ
で
、
消
費
動
向
の
分
析
か
ら
同
時
代
に
お
け
る
消
費
者
の
認

識
に
即
し
た
内
地
塩
・
輸
移
入
塩
間
及
び
輸
移
入
塩
間
相
互
の
品

質
差
を
理
解
す
る
試
み
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　

以
上
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
内
地
塩
・
輸
移
入
塩
間
の
み
な
ら

ず
輸
移
入
塩
間
相
互
に
も
価
格
差
と
品
質
差
は
存
在
し
、
な
か
で

も
価
格
差
は
通
時
的
に
変
動
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
で
消
費

者
は
多
様
な
選
択
肢
か
ら
購
入
す
る
食
塩
を
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、

輸
移
入
拡
大
が
内
地
の
食
塩
市
場
へ
及
ぼ
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
を
理

解
す
る
た
め
に
は
、
内
地
塩
と
輸
移
入
塩
の
消
費
実
態
を
価
格
動

向
の
検
討
と
関
連
付
け
な
が
ら
分
析
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
3
）
輸
移
入
拡
大
期
の
内
地
製
塩
業

　

第
二
の
課
題
は
、
日
清
戦
後
に
お
け
る
食
塩
輸
移
入
拡
大
が
内

地
の
食
塩
生
産
へ
及
ぼ
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本

節
第
一
項
で
先
述
し
た
よ
う
に
、
塩
専
売
制
度
の
導
入
過
程
を
考

察
し
た
先
行
研
究
は
、
食
塩
輸
移
入
拡
大
後
に
内
地
製
塩
業
の
存

続
に
対
す
る
憂
慮
を
官
民
が
共
有
し
た
と
捉
え
て
き
た
。
し
か
し
、

食
塩
輸
移
入
が
拡
大
し
た
一
八
九
五-

九
七
年
に
卸
売
物
価
の

一
・
二
倍
よ
り
高
い
二
・
四
倍
ま
で
食
塩
卸
売
価
格
は
上
昇
し
た
た

め
に
、
太
田
（
一
九
八
一
ａ
）、
有
元
（
一
九
八
二
）、
岡
（
一
九

八
二
ｂ
、
一
九
九-

二
二
一
頁
）、
相
良
（
一
九
八
二
、
一
九
九

二
）、
加
茂
（
一
九
九
三
ｂ
、
四
六
二-

七
三
頁
）
が
示
し
た
よ

う
に
、
塩
田
経
営
の
利
益
が
増
大
し
た
（
日
本
銀
行
調
査
統
計
局

（
一
九
八
七
、
一
一
、
二
四
頁
））。
こ
の
こ
と
で
促
さ
れ
た
塩
田

開
発
の
進
展
に
よ
っ
て
瀬
戸
内
地
域
七
県
の
合
計
塩
田
面
積
は
一

八
九
二-

一
九
〇
五
年
に
九
・
三
％
増
加
し
、
香
川
県
で
は
大
規

模
経
営
を
営
む
株
式
会
社
形
態
の
製
塩
会
社
も
簇
生
し
た
（
日
本

た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
高
松
塩
業
セ
ン
タ
ー
（
一
九
九
一
、
五

七-

六
二
頁
）、
相
良
（
一
九
九
二
、
一
八
五
頁
））。
但
し
、
同

時
期
に
は
「
経
営
困
難
に
な
つ
た
塩
業
者
や
、
生
産
条
件
不
利
の

た
め
廃
田
と
な
つ
た
地
方
」（
日
本
専
売
公
社
（
一
九
五
八
ａ
、

一
一
六
頁
））
も
生
じ
、
小
澤
（
一
九
七
六
）
と
稲
永
（
一
九
七

六
）
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
塩
田
面
積
と
製
塩
量
の
瀬
戸
内
地
域

に
対
す
る
集
中
度
が
高
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
輸
移
入
拡
大
が

生
じ
た
時
期
に
食
塩
の
生
産
構
造
は
変
容
し
た
が
、
そ
れ
は
全
般

的
な
生
産
縮
小
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
日
清
戦
後
に
お
け
る

四
二
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輸
移
入
拡
大
と
生
産
構
造
変
容
の
関
連
は
製
塩
業
の
経
営
拡
大
過

程
と
そ
の
要
因
を
視
野
に
収
め
た
再
検
討
か
ら
理
解
さ
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

（
4
）
製
塩
業
政
策
を
め
ぐ
る
議
論
と
同
業
者
団
体

　

第
三
の
課
題
は
、
製
塩
業
政
策
を
め
ぐ
る
議
論
と
同
業
者
団
体

の
活
動
と
の
関
連
に
つ
い
て
で
あ
る
。
三
和
（
一
九
八
二
ａ
）
は
、

自
ら
が
提
唱
し
た
経
済
政
策
史
研
究
の
分
析
視
角
に
基
づ
き
、

「
主
観
的
利
害
意
識
」
を
『
大
日
本
塩
業
協
会
会
報
』（
以
下
『
会

報
』
と
略
記
）
掲
載
記
事
か
ら
検
討
し
た
。
大
日
本
塩
業
協
会
は
、

一
八
九
五
年
に
解
散
し
た
大
日
本
塩
業
同
盟
会
の
後
進
団
体
と
し

て
翌
年
三
月
に
設
立
さ
れ
、「
全
国
塩
業
界
の
有
力
者
を
網
羅
し

た
も
の
で
あ
り
、
政
府
の
塩
業
政
策
に
つ
い
て
の
意
見
具
申
の
機

関
」
と
し
て
「
協
会
設
立
と
同
時
に
異
常
な
勢
い
で
流
入
し
は
じ

め
た
外
塩
に
ど
う
対
処
す
る
か
」
を
目
的
に
掲
げ
た
同
業
者
団
体

と
理
解
さ
れ
て
き
た
（
柴
田
（
一
九
八
一
、
二
五
一
頁
））。
し
か

し
、
そ
の
理
解
に
基
づ
い
た
既
往
研
究
は
二
点
の
課
題
を
残
す
。

　

第
一
は
、
大
日
本
塩
業
協
会
の
活
動
目
的
に
つ
い
て
で
あ
る
。

柴
田
（
一
九
六
六
、
一
九
八
一
）
が
強
調
し
た
よ
う
に
、
大
日
本

塩
業
協
会
は
食
塩
輸
入
額
が
増
加
し
た
一
八
九
六
年
に
設
立
さ
れ

た
。
し
か
し
、
同
年
に
お
け
る
四
半
期
ご
と
食
塩
輸
入
額
は
、
四

〇
〇
円
、
一
一
五
四
円
、
二
二
三
円
、
一
七
〇
七
一
円
と
推
移
し
、

そ
の
急
増
は
大
日
本
塩
業
協
会
が
設
立
さ
れ
た
三
月
よ
り
後
に
生

じ
て
い
た
（
大
蔵
省
（
一
八
九
六-

九
八
））。
し
た
が
っ
て
、
大

日
本
塩
業
協
会
が
設
立
時
か
ら
輸
入
拡
大
に
対
す
る
方
策
を
考
究

し
て
い
た
と
は
判
断
し
得
ず
、
再
検
討
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　

第
二
は
、『
会
報
』
の
史
料
的
性
質
に
つ
い
て
で
あ
る
。
太
田

（
二
〇
一
〇
）
に
よ
れ
ば
大
日
本
塩
業
協
会
は
、「
日
清
戦
後
の
労

賃
・
炭
価
の
高
騰
に
よ
る
国
内
塩
業
の
不
振
と
外
塩
輸
入
の
増
大
、

そ
れ
ら
に
起
因
す
る
内
地
塩
業
崩
壊
の
危
機
を
防
衛
す
る
目
的
」

（
六
七
頁
）
か
ら
塩
田
地
主
の
み
な
ら
ず
帝
国
議
会
議
員
、
農
商

務
省
官
吏
、
食
塩
商
な
ど
多
様
な
会
員
が
加
入
し
、
塩
田
地
主
に

限
定
さ
れ
た
前
身
の
大
日
本
塩
業
同
盟
会
と
会
員
構
成
が
異
な
っ

た
。
し
か
し
、
外
国
塩
輸
入
額
の
増
加
は
大
日
本
塩
業
協
会
設
立

後
に
生
じ
た
こ
と
、
日
清
戦
後
に
塩
田
経
営
の
利
益
は
増
大
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
大
日
本
塩
業
協
会
の
会
員
構
成
が
多
様
化

し
た
経
緯
は
再
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
作
業
か
ら
『
会

報
』
の
主
要
読
者
た
る
会
員
の
構
成
と
そ
の
規
定
要
因
が
明
ら
か

に
な
る
こ
と
は
、『
会
報
』
の
史
料
的
性
質
を
理
解
す
る
た
め
に

必
要
と
な
る
。

　

一
八
九
六-

一
九
〇
三
年
に
七
五
回
刊
行
さ
れ
た
『
会
報
』
は
、

「
塩
専
売
制
度
成
立
の
直
接
の
背
景
と
そ
の
歴
史
的
性
格
を
知
る

四
三
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の
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
意
味
を
も
っ
て
い
る
」（
太
田
・
加

茂
（
一
九
七
五
、
一
八-

九
頁
））
と
評
価
さ
れ
、
主
要
記
事
と

記
事
目
録
は
日
本
塩
業
大
系
編
集
委
員
会
編
（
一
九
七
五
、
一
九

七
六
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
会
報
』
を
利
用
す

る
た
め
の
環
境
は
整
備
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
史
料
批
判
を
意
図

し
た
試
み
は
為
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
節
で
検
討
し

た
よ
う
に
、『
会
報
』
が
刊
行
さ
れ
た
時
期
に
は
製
塩
業
政
策
の

展
開
、
相
対
価
格
の
急
騰
、
食
塩
輸
移
入
の
拡
大
が
製
塩
業
経
営

の
環
境
を
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
さ
せ
た
。
そ
こ
で
、
以
上
の
情
勢

変
化
に
対
応
し
た
掲
載
記
事
の
執
筆
者
及
び
内
容
の
変
遷
と
そ
の

意
図
を
会
員
構
成
の
変
容
と
関
連
付
け
た
分
析
か
ら
明
ら
か
に
す

れ
ば
『
会
報
』
の
史
料
的
性
質
を
批
判
的
に
理
解
で
き
よ
う
。

（
5
）
台
湾
製
塩
業
と
内
地
の
製
塩
業
政
策
を
め
ぐ
る
議
論

　

第
四
の
課
題
は
、
台
湾
製
塩
業
へ
向
け
た
日
系
製
塩
資
本
の
進

出
過
程
と
内
地
製
塩
業
政
策
を
め
ぐ
る
議
論
の
展
開
過
程
と
の
関

連
に
つ
い
て
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
か
ら
進
展
し
た
日
本
の
植

民
地
研
究
は
、
村
上
（
一
九
八
四
）、
柳
沢
・
岡
部
（
二
〇
〇
一
）、

岡
部
（
二
〇
〇
八
）
が
解
説
し
た
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
帝

国
主
義
論
の
退
潮
が
見
ら
れ
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
は
個
別

具
体
的
な
事
例
に
着
目
し
た
実
証
研
究
が
増
加
し（
た
）
12

。
そ
の
な
か

で
台
湾
に
つ
い
て
は
、
高
橋
（
一
九
七
九
）、
森
（
一
九
九
三
）、

久
保
（
一
九
九
七
）、
平
井
（
二
〇
一
七
）
な
ど
製
糖
業
に
着
目

し
た
成
果
が
多
く
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
渡
辺
（
一
九
八
〇
、

一
九
八
二
）
を
端
緒
と
す
る
台
湾
製
塩
業
史
研
究
も
進
展
し
、
そ

の
成
果
に
は
太
田
（
一
九
八
一
ｂ
、
二
〇
〇
一
、
二
〇
〇
七
、
二

〇
一
〇
、
二
〇
一
一
）、
黄
（
一
九
九
八
）、
林
（
二
〇
〇
九
、
二

〇
一
一
）、
張
・
張
（
二
〇
〇
九
）、
陳
（
二
〇
一
四
）
が
挙
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
研
究
は
、
凃
（
一
九
七
五
、
三
六-

五
八

頁
）
と
や
ま
だ
（
二
〇
〇
八
、
一
一
八-

二
〇
頁
）
が
社
会
資
本

の
整
備
進
展
期
と
位
置
付
け
た
日
清
戦
後
経
営
期
に
、
早
く
も
台

湾
の
塩
田
開
発
は
内
地
の
製
塩
家
も
関
与
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
以
上
よ
り
、
内
地
製
塩
家
ら
の
一
部
は

内
地
と
台
湾
双
方
の
製
塩
業
に
関
与
も
し
く
は
そ
れ
を
試
み
た
点

で
二
面
性
を
有
し
た
が
、
そ
の
特
徴
を
内
地
製
塩
業
政
策
に
関
す

る
先
行
研
究
は
視
野
に
収
め
な
か
っ
た
こ
と
で
二
点
の
課
題
が
残

さ
れ
た
。

　

第
一
に
、
内
地
製
塩
家
に
よ
る
台
湾
進
出
計
画
の
立
案
と
政
府

へ
向
け
た
政
策
提
言
が
関
連
付
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
太
田

（
二
〇
一
〇
）
に
よ
れ
ば
、
日
清
戦
後
か
ら
台
湾
製
塩
業
へ
向
け

た
複
数
の
進
出
計
画
が
立
案
さ
れ
、「
兵
庫
県
と
山
口
県
の
塩
業

家
が
主
体
」（
八
一
頁
）
の
準
備
を
一
八
九
九
年
に
開
始
し
た
台

四
四
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史
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（

湾
塩
業
株
式
会
社
で
発
起
人
を
務
め
た
愛
媛
県
多
喜
浜
の
塩
田
地

主 
藤
田
達
芳
は
、
一
方
で
「
国
有
専
売
論
」
の
提
唱
者
と
し
て

三
和
（
一
九
八
二
ａ
）
が
注
目
し
た
人
物
で
も
あ
っ（
た
）
13

。
一
八
九

九
年
に
藤
田
が
提
唱
し
た
「
国
有
専
売
論
」
は
、
内
地
塩
田
の
国

有
化
と
塩
専
売
制
度
の
導
入
を
同
時
に
実
施
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。

そ
れ
を
製
塩
家
の
側
か
ら
初
め
て
提
案
さ
れ
た
塩
専
売
制
度
導
入

計
画
と
し
て
重
視
し
た
先
行
研
究
は
、「
塩
業
の
危
機
を
痛
感
し
、

民
間
の
改
良
努
力
の
限
界
を
知
っ
た
塩
業
者
の
切
実
な
提
案
」
と

評
価
し
て
き
た
（
三
和
（
一
九
八
二
ａ
、
六
三
七
頁
））。
但
し
、

台
湾
進
出
を
目
論
む
内
地
製
塩
家
の
二
面
性
を
体
現
し
た
藤
田
は
、

「
国
有
専
売
論
」
を
「
内
地
及
台
湾
塩
業
を
並
進
せ
し
む
る
手（
段
）
14

」

と
し
て
位
置
付
け
て
い
た
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
既
往
研
究
は
「
国
有
専
売
論
」
を
台
湾
塩
業

（
株
）の
設
立
計
画
と
関
連
付
け
て
こ
な
か
っ
た
。

　

第
二
に
、
日
系
製
塩
資
本
に
よ
る
台
湾
製
塩
業
経
営
の
動
向
と

内
地
の
製
塩
業
政
策
を
め
ぐ
る
議
論
と
の
関
連
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
。
藤
田
ら
が
主
導
し
た
台
湾
塩
業（
株
）の
計
画
は
挫
折

し
、
日
系
製
塩
資
本
で
は
野
崎
武
吉
郎
家
の
み
が
台
湾
進
出
を
果

た
し
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
生
産
過
程
に
内
地
製
塩
家

が
参
入
す
る
意
思
を
有
し
た
点
で
台
湾
塩
移
入
は
外
国
塩
輸
入
と

異
な
り
、
参
入
に
向
け
た
準
備
と
参
入
後
の
塩
田
経
営
は
台
湾
総

督
府
の
政
策
展
開
に
規
定
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
植
民
地
政
府
の
政

策
は
本
国
と
異
な
る
政
治
体
制
の
下
で
展
開
さ
れ
、
石
井
（
二
〇

〇
六
）
と
谷
ヶ
城
（
二
〇
〇
八
）
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
政
策
立

案
・
展
開
過
程
に
お
け
る
本
国
・
植
民
地
間
の
関
係
性
を
明
確
化

す
る
こ
と
は
研
究
史
上
の
課
題
に
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、

本
国
政
府
の
内
地
製
塩
業
政
策
と
台
湾
総
督
府
の
台
湾
塩
専
売
制

度
運
用
も
例
外
で
は
な
く
、
各
々
別
個
に
展
開
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、

そ
れ
ら
の
狭
間
に
台
湾
進
出
を
目
論
ん
だ
内
地
製
塩
家
は
位
置
付

け
ら
れ
、
彼
ら
も
交
え
な
が
ら
展
開
さ
れ
た
内
地
製
塩
業
政
策
を

め
ぐ
る
議
論
は
、
彼
ら
自
身
の
台
湾
製
塩
業
に
対
す
る
関
与
の
あ

り
方
及
び
そ
の
変
容
と
の
関
連
を
視
野
に
収
め
た
分
析
か
ら
理
解

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
で
示
し
た
よ
う
に
、
塩
専
売
制
度
導
入
以
前
の
時
期
は
既

往
研
究
で
も
主
要
な
考
察
対
象
と
さ
れ
、
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て

新
た
な
課
題
が
数
多
く
見
出
せ
る
。
そ
こ
で
、
上
記
の
課
題
に
即

し
た
考
察
よ
り
塩
専
売
制
度
導
入
前
に
お
け
る
食
塩
の
生
産
か
ら

消
費
ま
で
を
動
態
的
に
捉
え
、
製
塩
業
政
策
を
め
ぐ
る
議
論
の
展

開
過
程
を
検
討
す
る
こ
と
で
同
制
度
導
入
の
目
的
は
理
解
で
き
よ

う
。
次
節
で
は
、
塩
専
売
制
度
導
入
後
の
時
期
を
対
象
と
し
た
先

行
研
究
に
つ
い
て
も
検
討
し
よ
う
。

四
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3
．
塩
専
売
制
度
導
入
後
を
対
象
と
し
た
諸
研
究

（
1
）
塩
専
売
制
度
の
運
用
過
程

　

山
本
・
関
口
（
一
九
六
三
）
は
塩
専
売
制
度
の
運
用
過
程
を
初

め
て
分
析
し
、
大
蔵
省
専
売
局
（
一
九
一
五
、
一
九
三
七
）
と
帝

国
議
会
議
事
録
の
検
討
か
ら
、
食
塩
価
格
の
低
減
と
歳
入
源
と
し

て
の
役
割
の
両
立
が
図
ら
れ
て
い
た
と
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
大

蔵
省
編
纂
の
公
刊
資
料
に
多
く
を
依
拠
し
た
分
析
で
は
政
策
過
程

の
把
握
に
自
ず
と
限
界
が
生
じ
る
。

　

三
和
（
二
〇
一
二
）
が
「
政
策
主
体
の
政
策
決
定
、
つ
ま
り
個

別
的
な
人
間
行
為
（
個
人
な
い
し
集
団
の
行
為
）
が
経
済
過
程
に

及
ぼ
す
影
響
を
分
析
す
る
」（
八
三
頁
）
領
域
と
規
定
し
た
経
済

政
策
史
研
究
で
は
、
政
策
意
図
と
目
標
の
的
確
な
把
握
は
第
一
義

的
な
課
題
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
双
方
の
把
握
は
容
易
で

な
く
、
日
本
経
済
政
策
史
研
究
会
で
原
朗
も
「
政
策
主
体
が
仮
に

特
定
の
階
級
的
利
害
に
立
脚
し
て
い
て
も
、
そ
れ
以
外
の
諸
階

級
・
諸
階
層
の
利
害
や
そ
れ
ら
に
対
す
る
影
響
を
も
考
慮
に
入
れ

る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
政
策
主
体
の
本
来
の
政
策
意
図
と
名
目
上
公

表
す
る
政
策
目
標
と
は
一
致
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
」（
安
藤
・

長
岡
（
一
九
七
六
、
三
八
七
頁
））
と
鋭
く
指
摘
し
た
。
こ
の
指

摘
は
、
食
塩
価
格
の
急
騰
か
ら
国
民
的
批
判
の
標
的
と
な
っ
た
塩

専
売
制
度
の
分
析
で
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
使
用
史
料
の
慎

重
な
選
択
が
必
要
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
大
蔵
省
編
纂
の
公
刊
資

料
に
は
「
名
目
上
公
表
す
る
政
策
目
標
」
が
記
載
さ
れ
、
そ
れ
に

依
拠
し
た
研
究
は
「
色
濃
く
官
撰
史
的
性
格
を
帯
び
ざ
る
を
得

な
」（
原
（
一
九
八
三
、
二
五
五
頁
））
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、「
政
策
主
体
の
本
来
の
政
策
意
図
」
は
大
蔵
省
編
纂
の
公

刊
資
料
の
み
な
ら
ず
多
様
な
史
料
を
用
い
た
多
角
的
な
分
析
か
ら

把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
三
和
（
一
九
八
二
ｂ
）
は
「
財
政
専
売
と
し
て
制
度

的
に
完
成
し
た
」（
七
五
八
頁
）
一
九
一
四
年
ま
で
の
制
度
運
用

過
程
に
つ
い
て
、
政
府
諮
問
会
議
と
帝
国
議
会
に
お
け
る
同
業
者

団
体
も
し
く
は
業
界
代
表
者
の
発
言
内
容
を
塩
専
売
事
業
収
支
の

推
移
と
関
連
付
け
な
が
ら
考
察
し
た
。
そ
し
て
、
批
判
の
抑
制
を

目
的
に
制
度
改
定
が
進
展
し
た
塩
専
売
制
度
は
、
一
九
一
四
年
度

ま
で
「
財
政
収
入
を
目
的
と
す
る
専
売
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

続
け
て
い
た
」（
七
五
八
頁
）
と
指
摘
し
た
。
但
し
、
同
業
者
団

体
も
し
く
は
業
界
代
表
者
の
主
張
は
、
そ
れ
自
体
が
「
主
観
的
利

害
意
識
」
の
発
現
で
あ
り
、
議
論
の
分
析
の
み
か
ら
「
客
観
的
利

害
状
況
」
は
把
握
で
き
な
い
。
原
も
「
政
策
決
定
に
関
与
す
る
グ

ル
ー
プ
内
の
特
定
の
政
策
に
対
す
る
賛
否
両
論
も
、
階
級
的
利
害

を
表
面
に
出
さ
ず
一
般
的
（
国
民
的
）
な
立
場
か
ら
表
明
さ
れ
る

四
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明
治
・
大
正
期
日
本
の
食
塩
市
場
と
塩
専
売
制
度
を
め
ぐ
る
経
済
史
研
究
の
意
義
と
課
題

）

四
七　
（

場
合
が
多
い
か
ら
、
利
害
の
表
現
と
現
実
の
利
害
と
は
ず
れ
る
可

能
性
が
あ
る
」（
安
藤
・
長
岡
（
一
九
七
六
、
三
八
七
頁
））
と
指

摘
す（
る
）
15

。
そ
こ
で
、
塩
専
売
制
度
の
運
用
過
程
と
食
塩
生
産
・
流

通
・
消
費
動
向
の
相
互
関
係
を
把
握
す
る
こ
と
が
「
客
観
的
利
害

状
況
」
を
踏
ま
え
た
考
察
に
は
求
め
ら
れ
、
そ
れ
と
関
連
し
た
先

行
研
究
で
残
さ
れ
た
課
題
を
検
討
し
た
い
。

（
2
）
塩
田
経
営
と
地
域
経
済

　

塩
専
売
制
度
下
の
塩
田
経
営
に
関
す
る
既
往
研
究
は
、
一
九
〇

〇
年
代
以
降
の
道
府
県
別
製
塩
量
が
最
多
で
あ
っ
た
香
川
県
を
主

に
考
察
し
た
。
そ
し
て
、
県
内
で
主
要
な
大
規
模
製
塩
会
社
に
位

置
付
け
ら
れ
た
林
田
塩
産
株
式
会
社
と
宇
多
津
塩
田
株
式
会
社
を

そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
た
加
茂
（
一
九
六
〇
）
と
相
良
（
一
九
九
二
、

一
九
九-

二
〇
七
頁
）
に
よ
れ
ば
、
塩
専
売
制
度
下
で
両
社
と
も

戦
間
期
ま
で
継
続
的
に
当
期
純
利
益
を
確
保
し
て
い
た
。
以
上
の

考
察
結
果
は
、
香
川
県
が
「
全
国
一
の
製
塩
県
に
発
展
」
し
た
要

因
と
し
て
「
塩
専
売
法
が
実
施
さ
れ
て
、
政
府
の
監
督
お
よ
び
そ

の
保
護
の
も
と
で
、
輸
入
塩
の
圧
迫
を
し
り
ぞ
け
」（
一
六
三-

四
頁
）
た
こ
と
を
指
摘
し
た
宮
田
・
多
田
（
一
九
七
八
）、
塩
専

売
制
度
導
入
後
に
「
製
塩
業
は
、
市
場
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
が
、

収
益
の
保
証
さ
れ
た
事
業
と
な
っ
た
」
と
主
張
し
た
三
和
（
一
九

八
二
ｂ
、
六
九
六-

七
頁
）
と
も
矛
盾
し
な
い
。
一
方
で
、
主
産

地
の
塩
田
経
営
を
網
羅
的
に
考
察
し
た
日
本
専
売
公
社
（
一
九
八

二
）
の
対
象
が
塩
専
売
制
度
導
入
前
の
時
期
に
偏
っ
た
こ
と
か
ら

も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
塩
田
経
営
が
安
定
化
し
た
か
ら
こ
そ
、

塩
専
売
制
度
導
入
後
の
時
期
に
対
す
る
既
往
研
究
の
関
心
は
低
調

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
塩
田
経
営
に
お
け
る
利
益
の
変
動
と

資
本
調
達
の
実
態
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
以
上
に
示
し
た

考
察
が
必
要
と
さ
れ
る
理
由
は
、
二
点
挙
げ
ら
れ
る
。

　

第
一
は
、
製
塩
家
に
よ
る
賠
償
価
格
引
上
運
動
と
大
蔵
省
に
よ

る
賠
償
価
格
設
定
と
の
相
互
関
係
を
把
握
す
る
た
め
で
あ
る
。
塩

専
売
制
度
導
入
時
か
ら
製
塩
家
ら
は
、
大
蔵
省
に
賠
償
価
格
の
引

上
を
た
び
た
び
要
求
し
た
（
河
田
（
二
〇
一
四
、
一
七
四-

八
一

頁
））。
大
蔵
省
が
製
塩
家
か
ら
食
塩
を
買
い
上
げ
る
際
に
適
用
し

た
賠
償
価
格
は
、
製
塩
業
に
お
け
る
収
益
の
水
準
を
規
定
し
、
そ

の
引
上
を
製
塩
家
は
歓
迎
し
た
。
一
方
で
、
日
露
戦
後
に
は
廃
減

税
運
動
が
活
発
化
し
、
そ
の
主
た
る
標
的
は
営
業
税
で
あ
っ
た
が
、

食
塩
価
格
を
急
騰
さ
せ
た
塩
専
売
制
度
も
通
行
税
、
織
物
消
費
税

と
と
も
に
「
三
悪
税
」
と
非
難
さ
れ
た
（
宮
地
（
一
九
七
三
）、

松
尾
（
一
九
七
四
）、
江
口
（
一
九
七
六
）、
中
尾
（
一
九
九
六
、

二
〇
〇
一
）、
石
井
（
二
〇
〇
四
））。
こ
う
し
た
状
況
下
で
賠
償

価
格
を
引
き
上
げ
れ
ば
流
通
価
格
の
さ
ら
な
る
上
昇
が
生
じ
、
世

四
七
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論
の
塩
専
売
制
度
批
判
を
よ
り
高
揚
さ
せ
か
ね
な
か
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
賠
償
価
格
引
上
を
要
求
す
る
製
塩
家
と
食
塩
価
格
低
下

を
求
め
る
世
論
の
狭
間
で
大
蔵
省
は
、
塩
専
売
事
業
収
入
の
推
移

を
規
定
す
る
賠
償
価
格
を
設
定
し
た
。
そ
こ
で
、
製
塩
家
に
よ
る

賠
償
価
格
引
上
要
求
の
論
拠
と
賠
償
価
格
変
更
に
よ
る
塩
田
経
営

の
変
容
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
塩
専
売
制
度
と
塩
田
経
営
の
相
互

規
定
関
係
を
理
解
す
る
た
め
に
不
可
欠
と
な
ろ
う
。

　

第
二
は
、
製
塩
地
を
包
含
し
た
地
域
経
済
の
動
向
が
塩
田
経
営

の
変
容
を
規
定
し
た
側
面
に
つ
い
て
捉
え
る
た
め
で
あ
る
。
本
節

第
一
項
で
示
し
た
既
往
研
究
は
、
賠
償
価
格
の
設
定
に
連
動
し
た

流
通
価
格
の
変
動
に
対
す
る
世
論
の
反
応
を
検
討
し
、
塩
専
売
制

度
の
運
用
を
主
因
と
し
た
集
散
・
消
費
地
に
お
け
る
地
域
経
済
の

情
勢
も
間
接
的
な
が
ら
視
野
に
収
め
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
塩

田
経
営
の
安
定
的
な
推
移
を
前
提
と
し
た
既
往
研
究
は
製
塩
地
に

お
け
る
地
域
経
済
の
変
容
を
等
閑
に
伏
し
て
き
た
が
、
塩
専
売
制

度
導
入
は
集
散
・
消
費
地
と
位
相
の
異
な
る
変
化
を
製
塩
地
に
及

ぼ
し
て
い
た
こ
と
が
関
連
す
る
研
究
よ
り
指
摘
し
う
る
。

　

一
八
九
〇
年
代
後
半
以
降
に
お
け
る
香
川
県
の
塩
田
面
積
増
加

は
塩
専
売
制
度
導
入
後
も
継
続
し
、
内
地
製
塩
業
の
瀬
戸
内
地
域

に
対
す
る
集
中
度
が
高
ま
っ
た
（
稲
永
（
一
九
七
六
）、
小
澤

（
二
〇
〇
〇
、
二
一
六-

九
頁
））。
同
時
期
に
は
株
式
会
社
形
態

を
採
用
し
た
複
数
の
大
規
模
製
塩
会
社
が
新
た
な
塩
田
を
築
造
し
、

必
要
資
金
は
増
資
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
た
（
相
良
（
一
九
九
二
、

二
〇
〇
頁
）、
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
高
松
塩
業
セ
ン
タ
ー

（
一
九
九
三
、
二
三
頁
））。
そ
し
て
、
例
え
ば
宇
多
津
塩
田（
株
）

は
、
宇
多
津
町
周
辺
の
資
産
家
が
大
株
主
と
し
て
役
員
に
就
い
た

（
伊
丹
（
一
九
九
三
、
六
四-

八
頁
））。
こ
う
し
た
複
数
社
の
増

資
が
同
時
達
成
さ
れ
た
背
後
に
は
、
地
域
経
済
で
製
塩
業
へ
向
け

た
出
資
に
将
来
利
得
な
ど
経
済
的
利
益
の
獲
得
期
待
が
醸
成
さ
れ

て
い
た
と
想
定
し
う
る
。
そ
こ
で
、
製
塩
業
に
地
域
経
済
が
抱
い

た
期
待
の
実
相
を
捉
え
る
試
み
は
、
分
析
視
野
を
産
地
の
地
域
経

済
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
も
可
能
に
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
経
済
と
投
資
活
動
の
関
連
に
着
目
し
た
考
察

は
国
内
外
で
進
め
ら
れ
、
近
年
で
はGIS

（Geographic Infor-
m

ation System

）
に
よ
っ
て
大
量
の
株
主
デ
ー
タ
が
分
析
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
一
九
一
〇
年
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
企
業
二
六

社
の
投
資
家
は
五
六
％
が
本
社
所
在
地
か
ら
六
マ
イ
ル
以
内
に
居

住
し
た
こ
と
を
指
摘
し
たFranks, M

ayer, and Rossi

（2008

）

を
踏
ま
え
、
一
八
七
〇-

一
九
三
〇
年
代
イ
ギ
リ
ス
の
株
主
約
三

万
人
を
分
析
し
たRutterford, Sotiropoulos, and Lieshout

（2017
）
は
、
情
報
の
非
対
称
性
と
法
的
保
護
の
脆
弱
性
を
克
服

す
る
た
め
に
地
域
内
で
形
成
さ
れ
た
投
資
家
・
役
員
間
の
非
公
式

四
八
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治
・
大
正
期
日
本
の
食
塩
市
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と
塩
専
売
制
度
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ぐ
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済
史
研
究
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四
九　
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的
な
信
頼
関
係
が
有
用
で
あ
っ
た
と
主
張
し
た
。

　

そ
の
一
方
、
日
本
で
は
戦
前
期
の
主
な
投
資
家
で
あ
っ
た
地
方

資
産
家
の
一
次
史
料
を
用
い
た
考
察
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
地
方
資
産
家
は
、
谷
本
・
阿
部
（
一
九
九
五
）
に
よ
れ
ば
、
地

方
企
業
家
的
資
産
家
、
地
方
名
望
家
的
資
産
家
、
レ
ン
ト
ナ
ー
的

資
産
家
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
よ
る
投
資
活
動
の
多
様
性
は
地

域
間
に
お
け
る
産
業
構
造
の
差
異
を
規
定
し
た
（
石
井
（
一
九
八

六
）、
谷
本
（
一
九
九
八
ｂ
、
二
〇
〇
三
）、
花
井
（
二
〇
〇
六
、

二
〇
一
五
）、
中
西
（
二
〇
一
六
ａ
））。
さ
ら
に
、
地
方
資
産
家

は
投
資
収
益
を
地
元
へ
積
極
的
に
再
投
資
し
、
地
域
経
済
の
成
長

を
促
進
す
る
原
動
力
と
も
な
っ
た
（
中
村
（
二
〇
一
〇
）、
石
井

（
二
〇
一（
三
）
16

））。
こ
れ
ら
研
究
成
果
が
示
し
た
地
域
経
済
と
投
資

活
動
の
関
係
性
は
、
近
隣
の
資
産
家
が
株
主
も
し
く
は
役
員
と
し

て
経
営
に
関
与
し
た
香
川
県
の
製
塩
会
社
も
該
当
す
る
と
考
え
ら

れ
、
経
営
規
模
拡
大
と
地
域
経
済
に
お
け
る
資
本
調
達
の
実
態
が

把
握
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
一
九
〇
〇
年
代
以
降
は

香
川
県
で
最
大
の
特
産
物
と
な
っ
た
食
塩
の
生
産
規
模
拡
大
は
同

県
経
済
の
成
長
過
程
を
規
定
し
、
製
塩
会
社
の
経
営
と
資
本
調
達

に
着
目
し
た
分
析
は
明
治
後
期
以
降
に
お
け
る
地
域
経
済
の
変
容

を
理
解
す
る
た
め
に
も
重
要
な
意
義
を
有
す
る
と
言
え
よ
う
（
香

川
県
（
一
九
八
七
、
六
六
三
頁
））。

　

以
上
で
は
、
主
産
地
た
る
瀬
戸
内
地
域
の
製
塩
業
に
関
す
る
先

行
研
究
で
残
さ
れ
た
課
題
を
指
摘
し
た
が
、
非
主
産
地
の
製
塩
業

に
関
す
る
既
往
研
究
も
ま
た
課
題
を
残
し
て
い
る
。
三
和
（
一
九

八
二
ｂ
、
七
一
九-

二
一
頁
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
六
年
九
月
に

大
蔵
省
が
流
通
価
格
の
低
減
を
目
的
に
賠
償
価
格
を
引
き
下
げ
た

が
、
そ
れ
は
生
産
性
が
低
い
小
規
模
製
塩
地
を
苦
境
に
陥
ら
せ
た
。

例
え
ば
、
一
九
〇
四
年
に
瀬
戸
内
地
域
以
外
の
道
府
県
で
最
多
の

製
塩
量
を
誇
っ
た
福
岡
県
で
す
ら
塩
田
経
営
は
困
難
を
極
め
、
県

内
市
町
村
別
製
塩
量
で
最
多
を
占
め
た
津
屋
崎
町
（
現
・
福
津

市
）
の
製
塩
会
社
は
経
営
難
に
陥
っ
た
（
日
本
専
売
公
社
（
一
九

六
六
、
二
八
二-

七
頁
）、
津
屋
崎
町
史
編
さ
ん
委
員
会
（
一
九

九
九
、
七
七
一-

三
頁
））。
そ
こ
で
、
津
屋
崎
町
で
は
損
失
の
補

塡
を
目
的
に
食
塩
の
密
造
・
密
売
が
横
行
し
た
（
木
元
（
二
〇
〇

四
、
一
五
〇
頁
））。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
塩
専
売
法
違
反
の
内
実

は
考
察
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

（
3
）
塩
専
売
法
違
反
と
取
締

　

諸
外
国
で
も
塩
専
売
制
度
の
運
用
機
関
は
違
反
行
為
の
横
行
に

悩
ま
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
末
期
の
清
国
で
は
ロ
シ
ア
国
境
を
経
た

密
輸
が
、
民
国
期
に
は
内
陸
部
の
吉
林
・
黒
竜
江
省
で
密
売
が
そ

れ
ぞ
れ
多
発
し
た
（
江
頭
（
一
九
四
四
、
八-

一
一
頁
））。
ま
た
、

四
九
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一
九
世
紀
中
葉
の
イ
ン
ド
で
も
食
塩
の
密
造
・
密
売
は
イ
ギ
リ
ス

東
イ
ン
ド
会
社
の
収
入
を
減
少
さ
せ
る
ほ
ど
の
規
模
に
拡
大
し
た

（
神
田
（
二
〇
一
七
、
一
〇
八-

三
五
頁
））。
こ
れ
ら
違
反
行
為

は
同
様
に
日
本
で
も
発
生
し
、
一
九
〇
八
年
度
に
大
蔵
省
専
売
局

は
九
八
〇
件
の
塩
専
売
法
違
反
を
検
挙
し
た
。
但
し
、
日
本
の
専

売
法
令
違
反
は
煙
草
専
売
法
違
反
が
圧
倒
的
に
多
く
、
同
年
度
は

七
三
一
七
件
に
達
し
た
（
大
蔵
省
専
売
局
（
一
九
〇
九
、
一
五

八-

六
三
頁
））。
こ
の
傾
向
は
、
日
本
塩
業
研
究
会
が
設
立
さ
れ

た
一
九
五
〇
年
代
に
よ
り
顕
著
と
な
っ
て
い
た
。

　

一
九
五
〇
年
代
日
本
の
煙
草
密
造
・
密
売
は
、「
日
本
人
、
在

日
第
三
国
人
ら
が
、
そ
の
中
心
人
物
と
な
つ
て
活
躍
し
、
と
き
に

は
ア
メ
リ
カ
軍
人
な
ど
も
加
わ
り
、
そ
の
勢
力
は
強
じ
ん
で
打
た

れ
て
も
容
易
に
屈
し
な
い
よ
う
な
状
況
」
で
あ
っ
た
（
日
本
専
売

公
社
（
一
九
六
四
ｂ
、
五
四
八
頁
））。
そ
し
て
、
一
九
五
五
年
度

は
専
売
法
令
違
反
三
九
八
三
三
件
の
う
ち
九
七
％
を
煙
草
専
売
法

違
反
が
占
め
た
（
日
本
専
売
公
社
（
一
九
五
六
、
二
一
二-
七

頁
））。
こ
の
よ
う
に
、
専
売
当
局
に
と
っ
て
重
点
的
に
取
り
締
ま

る
べ
き
専
売
法
令
違
反
は
煙
草
専
売
法
違
反
で
あ
り
、
煙
草
専
売

制
度
の
歩
み
を
記
し
た
日
本
専
売
公
社
（
一
九
六
四
ａ
、
一
九
六

四
ｂ
）
に
も
「
専
売
取
締
」
と
題
し
た
章
が
設
け
ら
れ
た
。
し
か

し
、
塩
専
売
制
度
の
沿
革
が
著
さ
れ
た
日
本
専
売
公
社
（
一
九
五

八
ａ
、
一
九
五
八
ｂ
）
は
同
様
の
章
を
設
け
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
状
況
下
で
日
本
専
売
公
社
職
員
が
主
導
し
た
製
塩
業
史

研
究
の
塩
専
売
法
違
反
に
対
す
る
関
心
は
低
く
な
っ
た
。
し
か
し
、

塩
専
売
法
違
反
件
数
の
推
移
を
確
認
す
れ
ば
、
煙
草
専
売
法
違
反

の
そ
れ
よ
り
少
な
い
な
が
ら
も
、
特
定
の
時
期
に
増
加
し
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
。
と
り
わ
け
、
第
一
次
製
塩
地
整
理
が
開
始
さ
れ

た
一
九
一
〇
年
に
件
数
は
増
加
し
、
一
九
〇
八
年
の
一
・
七
倍
に

匹
敵
す
る
一
六
三
五
件
と
な
っ
た
（
大
蔵
省
専
売
局
（
一
九
一
二

ａ
、
二
三
八-

九
頁
））。
そ
し
て
、
同
時
期
に
大
蔵
省
専
売
局
は

「
若
専
売
取
締
ニ
シ
テ
十
分
ナ
ラ
サ
ラ
ム
カ
法
網
ヲ
潜
ル
徒
ハ
頻

ニ
輩
出
シ
政
府
ハ
予
期
ノ
収
益
ヲ
国
庫
ニ
収
ム
ル
コ
ト
能
ハ
サ

ル
」（
大
蔵
省
専
売
局
（
一
九
一
二
ｂ
、
一
三
九
三
頁
））
状
態
に

陥
る
と
危
惧
し
て
い
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
塩
専
売
制
度
導

入
後
に
お
け
る
小
規
模
製
塩
地
の
経
営
悪
化
と
製
塩
地
整
理
の
進

展
を
塩
専
売
法
違
反
の
増
加
と
関
連
付
け
て
考
察
す
る
こ
と
は
、

初
期
塩
専
売
制
度
が
直
面
し
た
運
用
面
の
限
界
を
理
解
す
る
上
で

喫
緊
の
課
題
に
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

以
上
で
は
塩
専
売
制
度
下
の
食
塩
生
産
に
関
す
る
研
究
で
残
さ

れ
た
課
題
を
挙
げ
た
が
、
次
項
以
降
で
は
同
制
度
下
の
食
塩
流

通
・
消
費
に
関
す
る
先
行
研
究
を
検
討
し
よ
う
。

五
〇
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（
4
）「
安
定
供
給
」
を
め
ぐ
る
分
析
視
角

　

三
和
（
一
九
八
二
ｂ
）
は
、
一
九
〇
八
年
度
以
降
に
塩
専
売
制

度
が
「
財
政
目
的
と
塩
の
廉
価
安
定
供
給
と
い
う
公
益
目
的
と
の

二
者
の
拮
抗
状
態
」（
七
五
七
頁
）
の
下
に
置
か
れ
た
と
捉
え
た
。

ま
た
、
一
九
二
〇-

三
〇
年
代
に
お
け
る
広
島
県
東
部
の
食
塩
流

通
を
検
討
し
た
落
合
（
二
〇
一
二
、
一
九
三-

二
二
六
頁
）
も

「
統
一
的
国
内
市
場
の
形
成
の
指
標
が
商
品
の
価
格
差
の
是
正
と

過
度
な
商
業
利
潤
の
低
減
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
塩

の
場
合
は
、
安
定
供
給
と
い
う
専
売
制
と
い
う
形
を
取
る
中
で
、

あ
る
意
味
理
想
的
な
塩
の
生
産
―
流
通
シ
ス
テ
ム
が
実
現
し
た
」

（
二
二
四
頁
）
と
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
に
塩
専
売
制
度
は
、
食

塩
の
廉
価
安
定
供
給
と
異
地
点
間
価
格
差
の
縮
小
に
寄
与
し
た
と

評
価
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
流
通
過
程
の
一
部
で
価
格
を
公
定

化
し
た
塩
専
売
制
度
に
よ
る
食
塩
供
給
の
安
定
性
を
、
自
由
市
場

を
対
象
と
し
た
分
析
と
同
様
に
、「
統
一
的
国
内
市
場
の
形
成
」

と
も
称
さ
れ
る
市
場
統
合
の
観
点
か
ら
評
価
す
る
方
法
は
適
切
で

あ
ろ
う
か
。

　

Chilosi, M
urphy, Studer, and T

unçer

（2013

）
が
整
理

し
た
よ
う
に
市
場
統
合
は
、
裁
定
取
引
を
通
じ
た
複
数
地
点
間
の

価
格
収
斂
に
よ
っ
て
生
じ
、
市
場
参
加
者
間
に
お
け
る
取
引
情
報

の
共
有
と
取
引
コ
ス
ト
の
抑
制
を
要
す
る
。
そ
の
た
め
に
必
要
な

条
件
と
し
てFederico

（2012

）
は
、
三
点
を
挙
げ
た
。

　

第
一
は
、
商
品
流
通
の
速
度
を
上
昇
さ
せ
る
輸
送
網
の
発
達
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
市
場
統
合
の
促
進
は
、
近
年
に
お
い
て

K
aukiainen

（2001

）、D
obado-González, Garcìa-H

ier-
naux, and Guerrero

（2012

）、
中
西
（
二
〇
一
六
ｂ
）
な
ど

で
示
さ
れ
た
。
但
し
、
日
本
国
内
の
研
究
動
向
を
俯
瞰
す
る
と
、

古
島
・
安
藤
（
一
九
七
五
）
と
山
口
（
一
九
八
六
）
を
先
駆
と
し

た
輸
送
網
の
発
達
過
程
そ
の
も
の
に
対
す
る
関
心
が
高
い
。
そ
し

て
、
鉄
道
網
を
高
村
（
一
九
九
七
）、
中
村
（
一
九
九
八
）、
三
木

（
一
九
九
九
）、
野
田
・
老
川
（
二
〇
〇
三
）、
老
川
（
二
〇
〇
八
）、

汽
船
網
を
石
井
（
一
九
九
五
）、
小
風
（
一
九
九
五
）、
片
山
（
一

九
九
六
）
が
分
析
し
、
一
八
七
〇
年
代
か
ら
市
場
統
合
促
進
に
向

け
た
条
件
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
た
。

　

第
二
は
、
情
報
の
迅
速
な
伝
達
を
可
能
に
す
る
電
信
網
の
発
達

で
あ
る
。D

uBoff

（1983

）、Field

（1992

）、H
oag

（2006

）、

Jacks

（2006

）、Federico

（2011

）
な
ど
多
く
の
研
究
か
ら
電

信
網
の
発
達
は
、
市
場
統
合
の
最
も
基
礎
的
な
要
因
と
な
っ
た
こ

と
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
で
も
一
八
七
〇
年
代
以
降
に
電
信

網
が
発
達
し
、
そ
の
過
程
を
検
討
し
た
杉
山
（
一
九
六
五
）、
杉

山
（
一
九
九
〇
）、
藤
井
（
一
九
九
八
）
を
踏
ま
え
、M

itch-
ener and O

hnuki

（2009

）
が
電
信
網
整
備
の
進
展
と
資
本
市

五
一



史
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場
の
統
合
を
、Ito, M

aeda, and N
oda

（2016a

）
が
電
信
利

用
の
拡
大
と
米
穀
市
場
の
統
合
を
、
そ
れ
ぞ
れ
分
析
し
た
。

　

第
三
は
、
第
一
節
第
五
項
で
先
述
し
た
情
報
効
率
性
の
上
昇
で

あ
る
。
例
え
ば
、Federico

（2007

）
に
よ
れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
で

は
輸
送
網
と
電
信
網
の
発
達
以
前
か
ら
情
報
効
率
性
の
上
昇
に
よ

る
穀
物
市
場
の
統
合
が
進
展
し
た
。

　

以
上
の
市
場
統
合
に
関
す
る
諸
研
究
が
考
察
し
た
市
場
と
対
照

的
に
、
専
売
制
度
下
で
公
定
化
さ
れ
た
価
格
は
需
給
に
関
す
る
情

報
を
提
供
す
る
シ
グ
ナ
ル
と
し
て
役
割
を
果
た
せ
ず
、
取
引
情
報

を
織
り
込
む
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
機
能
し
な
い
食
塩
市
場
の
情
報

効
率
性
は
上
昇
し
な
い
。
こ
れ
は
、
塩
専
売
制
度
の
導
入
に
よ
る

食
塩
市
場
の
機
能
低
下
を
指
摘
し
た
中
西
（
二
〇
〇
二
ａ
）
と
も

内
容
的
に
符
合
す
る
。
さ
ら
に
、
価
格
の
公
定
化
に
伴
う
価
格
変

動
リ
ス
ク
の
消
滅
は
、
市
場
参
加
者
の
裁
定
機
会
を
喪
失
さ
せ
、

食
塩
商
が
裁
定
利
益
獲
得
目
的
で
輸
送
網
・
電
信
網
を
利
用
す
る

誘
因
は
失
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
市
場
統
合
進
展
の
原
動
力
た

る
裁
定
取
引
は
塩
専
売
制
度
下
で
成
立
し
得
ず
、
そ
の
下
に
お
け

る
異
地
点
間
価
格
差
の
縮
小
を
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
機
能
す
る
自

由
市
場
を
想
定
し
た
概
念
か
ら
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

そ
れ
で
も
な
お
、
第
一
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
塩
専
売
制
度
は

食
塩
需
給
を
政
策
的
に
調
整
し
た
こ
と
か
ら
、
先
行
研
究
が
着
目

し
た
よ
う
に
「
安
定
供
給
」
達
成
の
成
否
は
同
制
度
が
果
た
し
た

役
割
と
そ
の
限
界
を
跡
付
け
る
場
合
に
重
要
な
論
点
と
な
る
。
そ

こ
で
、
食
塩
供
給
の
「
安
定
」
性
は
、
価
格
推
移
を
分
析
す
る
方

法
の
妥
当
性
が
低
い
と
す
れ
ば
、
供
給
側
と
需
要
側
の
各
主
体
に

着
目
し
た
個
別
具
体
的
な
事
例
分
析
か
ら
考
察
す
る
よ
り
ほ
か
に

な
い
。
但
し
、
そ
の
考
察
で
は
食
塩
需
給
の
推
移
を
量
的
に
捉
え

る
の
み
な
ら
ず
、
内
地
塩
と
輸
移
入
塩
間
及
び
輸
移
入
塩
間
相
互

に
存
在
し
た
品
質
差
も
消
費
動
向
の
規
定
要
因
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
品
質
ご
と
に
異
な
る
需
給
変
動
を
示
し
た
可
能
性
も
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
塩
専
売
制
度
下
に
お
け
る
食
塩

需
給
の
変
動
を
理
解
す
る
た
め
に
、
以
上
の
視
角
に
基
づ
く
考
察

と
関
連
す
る
研
究
史
上
の
課
題
を
検
討
し
よ
う
。

（
5
）
塩
専
売
制
度
下
の
食
塩
需
給

　

一
九
〇
二
年
よ
り
日
本
内
地
で
は
、
食
塩
の
輸
移
入
量
が
輸
移

出
量
を
恒
常
的
に
超
過
し
た
。
同
年
の
純
輸
移
入
量
三
五
三
二
万

斤
は
内
地
製
塩
量
の
三
・
四
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
内
地
の
食

塩
需
要
を
内
地
塩
の
み
で
充
足
す
る
こ
と
は
塩
専
売
制
度
導
入
前

に
困
難
と
な
っ
て
い
た
（
大
蔵
省
（
一
九
〇
三
、
三
七
八
、
八
九

頁
）、
台
湾
総
督
府
民
政
部
（
一
九
一
一
、
一
八
頁
））。
し
か
し
、

既
往
研
究
は
塩
専
売
制
度
が
内
地
製
塩
業
対
象
の
産
業
保
護
機
能

五
二
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五
三　
（

を
有
し
た
と
強
調
し
、
同
制
度
下
の
食
塩
輸
移
入
に
は
そ
れ
ほ
ど

関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
研
究
潮
流
の
な
か
で
枝
吉

（
一
九
七
六
、
六
八
一-

九
一
頁
）
は
、
塩
専
売
制
度
が
「
輸
入

塩
に
比
し
て
割
高
な
国
内
塩
業
の
保
護
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
原

料
塩
需
要
者
の
要
請
に
も
応
え
、
逐
次
輸
入
塩
の
供
給
を
拡
大
し
、

と
く
に
ソ
ー
ダ
工
業
用
塩
に
つ
い
て
は
、
そ
の
積
極
的
な
育
成
の

見
地
か
ら
、
全
量
割
安
な
輸
入
塩
の
供
給
を
も
っ
て
あ
て
て
き

た
」（
六
八
一
頁
）
こ
と
で
、
一
九
〇
五
年
か
ら
五
年
間
で
食
塩

輸
移
入
量
が
三
五
％
増
加
し
た
と
明
ら
か
に
し
た
。
但
し
、
序
節

で
示
し
た
よ
う
に
、
曹
達
製
造
塩
消
費
の
拡
大
は
戦
間
期
に
生
じ
、

第
一
次
大
戦
期
ま
で
は
醤
油
醸
造
塩
と
魚
類
塩
蔵
塩
な
ど
食
用
塩

が
需
要
と
そ
の
拡
大
に
お
け
る
中
心
を
担
っ
た
。
こ
う
し
た
食
用

塩
の
消
費
動
向
は
、
第
一
節
第
四
項
と
第
二
節
第
二
項
の
検
討
よ

り
消
費
者
の
嗜
好
に
も
規
定
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
既
往

研
究
に
は
二
点
の
課
題
を
指
摘
で
き
よ
う
。

　

第
一
は
、
日
露
戦
後
の
内
地
に
向
け
た
関
東
州
塩
供
給
の
拡
大

過
程
に
つ
い
て
で
あ
る
。
関
東
州
は
、
一
九
〇
八
年
以
降
に
日
本

の
勢
力
圏
下
で
台
湾
と
並
ぶ
主
要
な
製
塩
地
と
な
っ
た
（
枝
吉

（
一
九
七
六
、
六
八
九
頁
））。
こ
う
し
た
関
東
州
の
製
塩
業
者
に

は
、
渡
辺
（
一
九
八
〇
、
一
九
八
二
）、
伊
藤
（
二
〇
〇
六
、
二

〇
一
一
）、
須
永
（
二
〇
〇
七
）、
三
浦
（
二
〇
〇
八
）
が
着
目
し
、

内
地
向
け
食
塩
供
給
の
基
盤
が
日
系
製
塩
資
本
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
方
で
、
進
出
後
に
お
け
る
関
東

州
製
塩
業
者
の
販
売
動
向
と
経
営
動
向
を
関
連
付
け
た
考
察
は
進

展
し
て
い
な
い
。
以
上
に
着
目
す
る
理
由
は
、
関
東
都
督
府
が
塩

専
売
制
度
を
導
入
し
な
か
っ
た
こ
と
で
、
内
地
及
び
台
湾
と
は
異

な
り
、
関
東
州
製
塩
業
者
の
販
路
は
政
府
に
よ
る
制
約
を
受
け
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
平
井
（
一
九
九
七
、
二
五
四
頁
））。
つ
ま

り
、
関
東
州
製
塩
業
者
に
と
っ
て
内
地
は
販
路
の
一
つ
に
過
ぎ
ず
、

販
売
先
は
自
由
に
選
択
で
き
た
。
但
し
、
大
蔵
省
か
ら
関
東
州
塩

を
扱
う
輸
入
取
扱
人
と
特
別
元
売
捌
人
の
双
方
に
指
名
さ
れ
た
関

東
州
製
塩
業
者
は
、
内
地
へ
輸
入
後
の
関
東
州
塩
全
量
を
同
省
か

ら
直
ち
に
買
い
戻
す
義
務
が
課
さ
れ
、
余
剰
在
庫
の
発
生
リ
ス
ク

を
負
わ
さ
れ
て
い
た
（
大
蔵
省
専
売
局
（
一
九
一
五
、
一
一
五
七

頁
））。
そ
の
た
め
に
、
関
東
州
製
塩
業
者
は
内
地
で
利
益
が
保
証

さ
れ
ず
、
内
地
塩
と
品
質
差
を
有
し
た
関
東
州
塩
の
販
路
を
自
ら

開
拓
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
内
地
以
外
に
向
け

た
販
路
の
開
拓
も
容
易
で
は
な
く
、
関
東
州
で
は
「
期
待
し
て
い

た
中
国
内
地
、
朝
鮮
へ
の
輸
移
出
も
不
可
能
の
た
め
に
生
産
を
休

止
し
て
廃
田
の
ま
ま
に
放
置
」（
日
塩
（
一
九
九
九
、
二
四
頁
））

す
る
業
者
も
生
じ
た
。
以
上
を
踏
ま
え
れ
ば
、
塩
専
売
制
度
下
で

も
関
東
州
製
塩
業
者
の
経
営
に
お
い
て
販
売
先
の
選
択
は
重
要
な

五
三



史
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五
四　
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意
義
を
有
し
、
そ
の
販
売
動
向
と
経
営
動
向
を
関
連
付
け
た
考
察

は
内
地
に
向
け
た
関
東
州
塩
輸
出
が
拡
大
し
た
過
程
を
理
解
す
る

上
で
必
要
な
作
業
に
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

　

第
二
は
、
塩
専
売
制
度
導
入
後
の
消
費
者
に
よ
る
食
塩
の
選
択

に
つ
い
て
で
あ
る
。
一
八
八
〇-

一
九
〇
〇
年
代
に
お
け
る
松
永

塩
（
広
島
県
）
の
流
通
を
検
討
し
た
落
合
（
二
〇
〇
三
）
に
よ
れ

ば
、
商
標
と
独
自
の
俵
装
を
使
用
す
る
こ
と
で
確
立
し
た
松
永
塩

の
銘
柄
は
、
塩
専
売
制
度
に
基
づ
くN

aCl

含
有
率
を
基
準
尺
度

と
し
た
品
質
等
級
制
の
導
入
と
俵
装
の
規
格
化
で
喪
失
し
、「
商

標
で
は
な
く
、
等
級
に
よ
っ
て
塩
の
質
を
表
現
す
る
」（
三
二
九

頁
）
よ
う
に
変
化
し
た
。
し
か
し
、
塩
専
売
制
度
導
入
後
か
ら
実

態
と
し
て
品
質
等
級
が
商
標
を
直
ち
に
代
替
し
得
た
と
は
結
論
し

難
い
。
例
え
ば
、
内
地
塩
の
な
か
で
高
品
質
塩
に
類
さ
れ
た
赤
穂

塩
で
す
ら
、
農
商
務
省
が
一
九
〇
二
年
に
実
施
し
た
分
析
で

N
aCl

含
有
率
は
七
四
％
で
あ
り
、
品
質
等
級
制
の
下
で
は
最
下

位
等
級
の
五
等
塩
に
相
当
す
る
品
質
に
過
ぎ
な
か
っ
た
（
農
商
務

省
水
産
局
（
一
九
〇
四
、
五
一
〇-

一
頁
））。
ま
た
、
塩
専
売
制

度
導
入
後
の
内
地
塩
収
納
量
は
一
九
一
六
年
度
ま
で
過
半
が
五
等

塩
で
あ
り
、
一
九
一
二
年
度
ま
で
は
七
割
超
を
四
等
塩
も
含
む
下

等
塩
が
占
め
た
（
大
蔵
省
専
売
局
（
一
九
三
一
、
一
〇-

一
頁
））。

し
た
が
っ
て
、
大
半
の
内
地
塩
を
下
等
塩
と
し
て
同
質
的
に
取
り

扱
っ
た
導
入
当
初
の
品
質
等
級
制
は
、
品
質
面
で
消
費
者
の
要
求

に
応
じ
得
る
食
塩
の
供
給
を
保
証
可
能
な
制
度
で
は
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
塩
専
売
制
度
に
よ
る
食
塩
需
給
の
調
整
は
、
質
的
側
面

か
ら
も
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

小　

括

　

明
治
・
大
正
期
の
食
塩
市
場
と
塩
専
売
制
度
に
関
す
る
既
往
研

究
を
検
討
し
た
本
稿
は
、
残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
八
点
を
指
摘
し

た
。
そ
れ
ら
を
改
め
て
列
挙
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

塩
専
売
制
度
導
入
前
を
対
象
と
し
た
既
往
研
究
が
残
し
た
課
題

は
、
第
一
と
第
二
は
日
清
戦
後
に
お
け
る
食
塩
輸
移
入
拡
大
が
内

地
の
食
塩
市
場
も
し
く
は
食
塩
生
産
へ
及
ぼ
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
に

つ
い
て
、
第
三
は
製
塩
業
政
策
を
め
ぐ
る
議
論
と
同
業
者
団
体
の

活
動
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
第
四
は
台
湾
製
塩
業
へ
向
け
た
日
系

製
塩
資
本
の
進
出
過
程
と
内
地
製
塩
業
政
策
を
め
ぐ
る
議
論
の
展

開
過
程
と
の
関
連
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
塩
専
売
制
度
導

入
後
を
対
象
と
し
た
既
往
研
究
の
課
題
は
、
第
一
は
塩
田
経
営
に

お
け
る
利
益
の
変
動
と
資
本
調
達
の
実
態
に
つ
い
て
、
第
二
は
小

規
模
製
塩
地
の
経
営
悪
化
と
塩
専
売
法
違
反
の
発
生
と
の
関
連
に

つ
い
て
、
第
三
は
日
露
戦
後
の
内
地
に
向
け
た
関
東
州
塩
供
給
の

拡
大
過
程
に
つ
い
て
、
第
四
は
塩
専
売
制
度
導
入
後
の
消
費
者
に

五
四
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よ
る
食
塩
の
選
択
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

　

第
一
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
食
塩
は
、
既
往
の
近
代
日
本
経
済

史
研
究
で
は
在
来
産
業
史
研
究
も
し
く
は
流
通
史
研
究
に
お
け
る

事
例
分
析
の
一
環
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
序
節
で
示
し
た
よ
う
に
食
塩
は
、
基
礎
的
か
つ
必
需
的

な
一
次
産
品
と
し
て
広
範
な
消
費
用
途
を
有
し
、
第
一
次
大
戦
前

よ
り
植
民
地
に
対
す
る
依
存
を
政
策
的
な
誘
導
に
よ
っ
て
深
め
な

が
ら
達
成
さ
れ
た
供
給
の
拡
大
は
、
日
本
の
工
業
化
と
経
済
成
長

を
下
支
え
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
の
日
本
経
済
史
研
究
と
植

民
地
研
究
が
重
視
し
て
き
た
戦
間
期
日
本
の
経
済
的
対
外
進
出
は
、

そ
れ
ま
で
に
形
成
さ
れ
た
低
廉
な
植
民
地
産
一
次
産
品
の
供
給
基

盤
に
立
脚
し
た
内
地
経
済
の
成
長
を
前
提
と
し
た
。
ま
た
、
一
九

〇
五
年
か
ら
塩
専
売
制
度
の
下
で
食
塩
需
給
は
政
策
的
に
調
整
さ

れ
、
需
要
拡
大
に
対
応
し
た
供
給
量
の
増
大
は
内
地
塩
と
品
質
的

な
差
異
を
有
し
た
植
民
地
塩
の
輸
移
入
で
補
塡
さ
れ
た
。
そ
の
一

方
で
、
食
塩
は
一
次
産
品
の
な
か
で
も
高
い
必
需
性
を
有
し
た
た

め
に
、
植
民
地
塩
の
流
通
拡
大
は
あ
ら
ゆ
る
消
費
者
を
巻
き
込
み

な
が
ら
進
展
し
た
。
こ
う
し
た
特
徴
を
有
し
た
食
塩
に
着
目
し
、

そ
の
生
産
・
流
通
・
消
費
の
過
程
と
各
過
程
に
介
入
し
た
政
府
の

政
策
運
用
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
経
済
的
対
外
進
出
拡
大
に
至
る

生
産
力
上
昇
を
担
保
し
た
一
次
産
品
供
給
基
盤
の
形
成
と
そ
れ
に

五
五

関
連
し
た
政
策
及
び
市
場
の
変
容
と
の
相
互
的
な
関
連
を
解
明
す

る
作
業
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。
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史
研
究
の
意
義
と
課
題

）

五
七　
（
五
七

大
蔵
省
専
売
局
（
一
九
二
二
）『
専
売
弐
十
五
年
誌
』。

大
蔵
省
専
売
局
（
一
九
三
一
）『
塩
専
売
統
計
表
』。

大
蔵
省
専
売
局
（
一
九
三
七
）『
専
売
史 

第
一
輯 

第
五
巻
』。

太
田
健
一
・
加
茂
詮
（
一
九
七
五
）「
解
題
」
日
本
塩
業
大
系
編
集
委

員
会
編
『
日
本
塩
業
大
系 

史
料
編 

近･

現
代
（
一
）』
日
本
塩
業

研
究
会
、
一-
二
三
頁
。

太
田
健
一
（
一
九
八
一
ａ
）「
塩
田
経
営
」
ナ
イ
カ
イ
塩
業
株
式
会
社

社
史
編
纂
委
員
会
編
『
備
前
児
島
野
崎
家
の
研
究
：
ナ
イ
カ
イ
塩
業

株
式
会
社
成
立
史
』
竜
王
会
館
・
ナ
イ
カ
イ
塩
業
株
式
会
社
、
一
六

七-

七
六
頁
。

太
田
健
一
（
一
九
八
一
ｂ
）「
塩
専
売
制
と
野
崎
浜
」
ナ
イ
カ
イ
塩
業

株
式
会
社
社
史
編
纂
委
員
会
編
『
備
前
児
島
野
崎
家
の
研
究
：
ナ
イ

カ
イ
塩
業
株
式
会
社
成
立
史
』
竜
王
会
館
・
ナ
イ
カ
イ
塩
業
株
式
会

社
、
三
一
八-

五
〇
頁
。

太
田
健
一
（
一
九
八
五
）「
塩
業
の
展
開
と
専
売
制
の
成
立
」
岡
山
県

史
編
纂
委
員
会
編
『
岡
山
県
史 

第
一
〇
巻 

近
代
一
』
岡
山
県
、
四

七
〇-

八
頁
。

太
田
健
一
（
二
〇
〇
一
）「
一
九
世
紀
末
以
降
の
日
本
塩
業
資
本
と
台

湾
の
関
係
：
野
崎
台
湾
塩
行
を
中
心
に
し
て
」『
山
陽
論
叢
』（
山
陽

学
園
大
学
）
八
、
一
一-

二
一
頁
。

太
田
健
一
（
二
〇
〇
七
）「
台
湾
と
日
本
塩
業
資
本
」『
日
本
塩
業
の
研

究
』
三
〇
、
一
〇
五-

二
四
頁
。

太
田
健
一
（
二
〇
一
〇
）『
野
崎
台
湾
塩
行
の
研
究
：
近
代
日
本
塩

業
・
台
湾
塩
業
（
上
）』
吉
備
人
出
版
。

太
田
健
一
（
二
〇
一
一
）「
野
崎
家
の
台
湾
塩
田
売
却
に
関
す
る
再
考

察
」『
日
本
塩
業
の
研
究
』
三
二
、
一
三
一-

八
頁
。

大
豆
生
田
稔
（
一
九
九
三
）『
近
代
日
本
の
食
糧
政
策
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
。

岡
部
牧
夫
（
二
〇
〇
八
）「
帝
国
主
義
論
と
植
民
地
研
究
」
日
本
植
民

地
研
究
会
編
『
日
本
植
民
地
研
究
の
現
状
と
課
題
』
ア
テ
ネ
社
、
二

〇-

五
四
頁
。

岡
光
夫
（
一
九
八
二
ａ
）「
近
世
塩
業
の
生
産
構
造
」『
日
本
塩
業
大
系 

近
世
（
稿
）』
日
本
専
売
公
社
、
一-

一
四
八
頁
。

岡
光
夫
（
一
九
八
二
ｂ
）『
日
本
塩
業
の
あ
ゆ
み
』
国
書
刊
行
会
。

尾
坂
登
良
（
一
九
八
二
）「
明
治
期
に
お
け
る
塩
の
流
通
（
一
）：
中
継

地
に
お
け
る
流
通
」『
日
本
塩
業
大
系 

近
代
（
稿
）』
日
本
専
売
公

社
、
三
九
七-

四
三
五
頁
。

小
澤
利
雄
（
一
九
七
六
）「
日
本
に
お
け
る
製
塩
地
域
の
性
格
と
地
域

差
：
塩
田
面
積
」
日
本
塩
業
大
系
編
集
委
員
会
編
『
日
本
塩
業
大
系 

特
論
地
理
』
日
本
専
売
公
社
、
二
七-

四
六
頁
。

小
澤
利
雄
（
二
〇
〇
〇
）『
近
代
日
本
塩
業
史
：
塩
専
売
制
度
下
の
日

本
塩
業
』
大
明
堂
。

落
合
功
（
一
九
九
九
）『
江
戸
内
湾
塩
業
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
。

落
合
功
（
二
〇
〇
〇
）「
近
代
東
京
市
場
に
お
け
る
流
通
機
構
の
整
備

と
塩
流
通
」
老
川
慶
喜
・
大
豆
生
田
稔
編
著
『
商
品
流
通
と
東
京
市

場
：
幕
末
〜
戦
間
期
』
日
本
経
済
評
論
社
、
八
一-

一
一
四
頁
。

落
合
功
（
二
〇
〇
三
）「
瀬
戸
内
塩
流
通
の
展
開
と
塩
専
売
制
」
中
西

聡
・
中
村
尚
史
編
著
『
商
品
流
通
の
近
代
史
』
日
本
経
済
評
論
社
、

三
〇
一-

三
三
頁
。

落
合
功
（
二
〇
一
二
）『
近
代
塩
業
と
商
品
流
通
』
日
本
経
済
評
論
社
。

香
川
県
（
一
九
八
七
）『
香
川
県
史 

第
五
巻 

通
史
編 

近
代
Ⅰ
』
四
国

新
聞
社
。



史
　
　
　
学
　
第
八
八
巻
　
第
一
号

）

五
八　
（
五
八

柿
崎
一
郎
（
二
〇
一
二
）「
物
流
史
」
社
会
経
済
史
学
会
編
『
社
会
経

済
史
学
の
課
題
と
展
望
』
有
斐
閣
、
三
四
七-

六
〇
頁
。

片
山
邦
雄
（
一
九
九
六
）『
近
代
日
本
海
運
と
ア
ジ
ア
』
御
茶
の
水
書

房
。

金
子
文
夫
（
一
九
八
五
）「
資
本
輸
出
と
植
民
地
」
大
石
嘉
一
郎
編

『
日
本
帝
国
主
義
史
1
：
第
一
次
大
戦
期
』
東
京
大
学
出
版
会
、
三

五
一-

九
〇
頁
。

亀
井
千
歩
子
（
一
九
七
九
）『
塩
の
民
俗
学
』
東
京
書
籍
。

亀
井
千
歩
子
（
一
九
八
〇
）『
塩
の
道
・
千
国
街
道
』
東
京
新
聞
出
版

局
。

加
茂
詮
（
一
九
五
八
）「
近
代
日
本
塩
業
生
産
構
造
の
展
開
過
程
概

説
」『
日
本
塩
業
の
研
究
』
一
、
一
〇
五-

四
二
頁
。

加
茂
詮
（
一
九
六
〇
）「
日
本
塩
業
に
お
け
る
産
業
資
本
形
成
過
程
：

地
主
―
小
作
制
の
展
開
と
崩
壊
（
香
川
県
Ｈ
塩
産
株
式
会
社
を
中
心

と
し
て
）」『
日
本
塩
業
の
研
究
』
三
、
七
七-
一
四
三
頁
。

加
茂
詮
（
一
九
七
六
）「
解
題
」
日
本
塩
業
大
系
編
集
委
員
会
編
『
日

本
塩
業
大
系 

史
料
編 

近･

現
代
（
二
）』
日
本
塩
業
研
究
会
、
一-

一
八
頁
。

加
茂
詮
（
一
九
九
三
ａ
）『
近
代
日
本
塩
業
論
断
章
』
日
本
塩
工
業
会
。

加
茂
詮
（
一
九
九
三
ｂ
）『
近
代
日
本
塩
業
の
展
開
過
程
』
北
泉
社
。

河
井
義
行
（
二
〇
〇
九
）「
会
津
塩
沢
の
山
塩
」『
日
本
塩
業
の
研
究
』

三
一
、
一
一-

三
一
頁
。

川
勝
平
太
（
一
九
七
六
）「
明
治
前
期
に
お
け
る
内
外
綿
布
の
価
格
」

『
早
稲
田
政
治
経
済
学
雑
誌
』
二
四
四
・
二
四
五
、
五
〇
八-

三
五

頁
。

川
勝
平
太
（
一
九
七
七
）「
明
治
前
期
に
お
け
る
内
外
綿
関
係
品
の
品

質
」『
早
稲
田
政
治
経
済
学
雑
誌
』
二
五
〇･

二
五
一
、
一
八
四-

二
一
一
頁
。

川
勝
平
太
（
一
九
八
一
）「
一
九
世
紀
末
葉
に
お
け
る
英
国
綿
業
と
東

ア
ジ
ア
市
場
」『
社
会
経
済
史
学
』
四
七
（
二
）、
一
二
三-

五
四
頁
。

河
田
章
（
二
〇
一
四
）『
岡
山
の
社
会
経
済
史
研
究
：
中
世
・
近
世
・

近
代
の
史
料
を
読
み
解
く
』
吉
備
人
出
版
。

河
手
龍
海
（
一
九
六
一
）「
明
治
専
売
の
歴
史
的
性
格
に
つ
い
て
」『
日

本
塩
業
の
研
究
』
四
、
七
三-

九
九
頁
。

河
手
龍
海
（
一
九
六
三
）「
明
治
三
七
年
当
時
の
政
党
の
動
き
を
通
じ

て
見
た
塩
専
売
法
の
成
立
」『
日
本
塩
業
の
研
究
』
六
、
一
七-

四

二
頁
。

神
田
さ
や
こ
（
二
〇
一
七
）『
塩
と
イ
ン
ド
：
市
場
・
商
人
・
イ
ギ
リ

ス
東
イ
ン
ド
会
社
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
。

関
東
都
督
府
（
一
九
一
四
）『
大
正
二
年
関
東
都
督
府
第
八
統
計
書
』。

関
東
都
督
府
（
一
九
一
五
）『
大
正
三
年
関
東
都
督
府
第
九
統
計
書
』。

関
東
都
督
府
（
一
九
一
七
）『
大
正
四
年
関
東
都
督
府
第
十
統
計
書
』。

関
東
都
督
府
（
一
九
一
八
）『
大
正
五
年
関
東
都
督
府
第
十
一
統
計
書
』。

木
元
富
夫
（
二
〇
〇
四
）『
産
業
化
の
歴
史
と
景
観
』
晃
洋
書
房
。

久
保
文
克
（
一
九
九
七
）『
植
民
地
企
業
経
営
史
論
』
日
本
経
済
評
論

社
。

工
学
会
・
啓
明
会
（
一
九
二
五
）『
明
治
工
業
史 

化
学
工
業
篇
』
工
学

会
。

神
原
周
平
（
一
九
三
五
）『
日
本
貿
易
精
覧
』
東
洋
経
済
新
報
社
。

小
風
秀
雅
（
一
九
九
五
）『
帝
国
主
義
下
の
日
本
海
運
：
国
際
競
争
と

対
外
自
立
』
山
川
出
版
社
。

小
谷
勝
重
（
一
九
五
三
）『
日
本
取
引
所
法
制
史
論
』
法
経
出
版
社
。



明
治
・
大
正
期
日
本
の
食
塩
市
場
と
塩
専
売
制
度
を
め
ぐ
る
経
済
史
研
究
の
意
義
と
課
題

）

五
九　
（
五
九

兒
玉
州
平
（
二
〇
一
七
）「
日
本
帝
国
に
お
け
る
工
業
塩
需
要
」『
社
会

経
済
史
学
』
八
三
（
一
）、
一
一-

二
七
頁
。

小
林
良
正
（
一
九
三
二
）『
交
通
機
関
の
発
達
と
内
外
市
場
の
形
成
＝

展
開
（
下
）（
日
本
資
本
主
義
発
達
史
講
座　

第
二
部　

資
本
主
義

発
達
史
）』
岩
波
書
店
。

佐
伯
富
（
一
九
八
七
）『
中
国
塩
政
史
の
研
究
』
法
律
文
化
社
。

相
良
英
輔
（
一
九
八
二
）「
明
治
期
に
お
け
る
塩
生
産
構
造
（
一
）：
山

口
県
」『
日
本
塩
業
大
系 

近
代
（
稿
）』
日
本
専
売
公
社
、
二
一
〇-

二
七
頁
。

相
良
英
輔
（
一
九
九
二
）『
近
代
瀬
戸
内
塩
業
史
研
究
』
清
文
堂
。

佐
々
木
銀
弥
（
一
九
八
〇
）「
戦
国
時
代
に
お
け
る
塩
の
流
通
」『
日
本

塩
業
大
系 

原
始
・
古
代
・
中
世
（
稿
）』
日
本
専
売
公
社
、
三
三

一-

四
〇
七
頁
。

佐
藤
洋
一
郎
・
渡
邉
紹
裕
（
二
〇
〇
九
）『
塩
の
文
明
誌
：
人
と
環
境

を
め
ぐ
る
五
〇
〇
〇
年
』
日
本
放
送
出
版
協
会
。

沢
井
実
・
谷
本
雅
之
（
二
〇
一
六
）『
日
本
経
済
史
：
近
世
か
ら
現
代

ま
で
』
有
斐
閣
。

篠
原
三
代
平
（
一
九
六
七
）『
長
期
経
済
統
計 

六 

個
人
消
費
支
出
』

東
洋
経
済
新
報
社
。

篠
原
三
代
平
（
一
九
七
二
）『
長
期
経
済
統
計 

一
〇 

鉱
工
業
』
東
洋

経
済
新
報
社
。

柴
田
一
（
一
九
六
六
）「
明
治
期
に
お
け
る
食
塩
市
場
と
塩
業
界
の
動

向
：
国
産
塩
の
輸
出
運
動
と
外
塩
対
策
」『
日
本
塩
業
の
研
究
』
九
、

三
三-

八
二
頁
。

柴
田
一
（
一
九
八
一
）「
塩
業
者
の
新
組
織
」
ナ
イ
カ
イ
塩
業
株
式
会

社
社
史
編
纂
委
員
会
編
『
備
前
児
島
野
崎
家
の
研
究
：
ナ
イ
カ
イ
塩

業
株
式
会
社
成
立
史
』
竜
王
会
館
・
ナ
イ
カ
イ
塩
業
株
式
会
社
、
二

四
七-

六
四
頁
。

清
水
三
男
（
一
九
四
七
）『
中
世
荘
園
の
基
礎
構
造
』
高
桐
書
院
。

庄
司
務
（
一
九
三
八
）『
改
訂
増
補 

日
本
曹
達
工
業
史
』
曹
達
晒
粉
同

業
会
。

正
田
健
一
郎
（
一
九
七
一
）『
日
本
資
本
主
義
と
近
代
化
』
日
本
評
論

社
。

新
保
博
・
斎
藤
修
（
一
九
八
九
）「
概
説 

一
九
世
紀
へ
」
新
保
・
斎
藤

編
『
日
本
経
済
史
2
：
近
代
成
長
の
胎
動
』
岩
波
書
店
、
一-

六
六

頁
。

新
保
博
・
速
水
融
・
西
川
俊
作
（
一
九
七
五
）『
数
量
経
済
史
入
門
』

日
本
評
論
社
。

杉
山
和
雄
（
一
九
六
五
）「
国
立
銀
行
の
統
計
的
考
察
」
東
畑
精
一
・

高
橋
泰
蔵
編
『
明
治
前
期
の
銀
行
制
度
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
三-

五
一
頁
。

杉
山
伸
也
（
一
九
九
〇
）「
情
報
革
命
」
西
川
俊
作
・
山
本
有
造
『
日

本
経
済
史
5
：
産
業
化
の
時
代 

下
』
岩
波
書
店
、
一
三
三-

六
五

頁
。

須
永
徳
武
（
二
〇
〇
七
）「
塩
業
」
鈴
木
邦
夫
編
『
満
州
企
業
史
研

究
』
日
本
経
済
評
論
社
、
六
一
〇-

五
頁
。

関
口
二
郎
（
一
九
六
〇
）「
専
売
制
施
行
前
に
於
け
る
塩
専
売
論
」『
日

本
塩
業
の
研
究
』
三
、
一
八
七-

二
〇
二
頁
。

台
湾
総
督
府
民
政
部
（
一
九
一
一
）『
台
湾
外
国
貿
易
十
五
年
対
照
表
』。

高
島
正
憲
（
二
〇
一
七
）『
経
済
成
長
の
日
本
史
：
古
代
か
ら
近
世
の

超
長
期
Ｇ
Ｄ
Ｐ
推
計 

七
三
〇-

一
八
七
四
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
。

高
橋
泰
隆
（
一
九
七
九
）「
台
湾
に
お
け
る
製
糖
業
の
展
開
と
日
本
帝



史
　
　
　
学
　
第
八
八
巻
　
第
一
号

）

六
〇　
（
六
〇

国
主
義
」『
商
学
研
究
科
紀
要
』（
早
稲
田
大
学
）
八
、
一
三
七-

五

八
頁
。

高
村
直
助
（
一
九
九
五
）『
再
発
見 

明
治
前
期
の
経
済
』
塙
書
房
。

高
村
直
助
編
著
（
一
九
九
七
）『
明
治
の
産
業
発
展
と
社
会
資
本
』
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

武
田
晴
人
（
二
〇
〇
五
ａ
）「
書
評
：
三
和
良
一
著
『
戦
間
期
日
本
の

経
済
政
策
史
的
研
究
』」『
歴
史
と
経
済
』
一
八
六
、
七
三-

五
頁
。

武
田
晴
人
（
二
〇
〇
五
ｂ
）「
産
業
構
造
と
金
融
構
造
」
歴
史
学
研
究

会
・
日
本
史
研
究
会
編
『
日
本
史
講
座
第
8
巻
：
近
代
の
成
立
』
東

京
大
学
、
一
五
七-

九
二
頁
。

田
島
恵
児
・
三
和
良
一
（
一
九
七
七
）「
経
済
政
策
の
比
較
史
的
研
究

の
方
法
に
つ
い
て
」『
青
山
経
済
論
集
』
二
九
（
一
）、
三
九-

五
九

頁
。

田
中
啓
爾
（
一
九
六
七
）『
塩
お
よ
び
魚
の
移
入
路
：
鉄
道
開
通
前
の

内
陸
交
通
路
』
古
今
書
院
。

谷
本
雅
之
・
阿
部
武
司
（
一
九
九
五
）「
企
業
勃
興
と
近
代
経
営
・
在

来
経
営
」
宮
本
又
郎
・
阿
部
武
司
編
『
日
本
経
営
史
2
：
産
業
革
新

と
工
業
化
』
岩
波
書
店
、
九
一-

一
三
八
頁
。

谷
本
雅
之
（
一
九
九
八
ａ
）『
日
本
に
お
け
る
在
来
的
経
済
発
展
と
織

物
業
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
。

谷
本
雅
之
（
一
九
九
八
ｂ
）「
日
本
に
お
け
る
〝
地
域
工
業
化
〞
と
投

資
活
動
：
企
業
勃
興
期 

地
方
資
産
家
の
行
動
を
め
ぐ
っ
て
」『
社
会

経
済
史
学
』
六
四
（
一
）、
八
八-

一
一
四
頁
。

谷
本
雅
之
（
二
〇
〇
二
）「
在
来
的
発
展
の
制
度
的
基
盤
」
社
会
経
済

史
学
会
編
『
社
会
経
済
史
学
の
課
題
と
展
望
』
有
斐
閣
、
二
七
八-

九
〇
頁
。

谷
本
雅
之
（
二
〇
〇
三
）「
動
機
と
し
て
の
地
域
社
会
」
篠
塚
信
義
ほ

か
編
『
地
域
工
業
化
の
比
較
史
的
研
究
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、

二
三
五-

六
七
頁
。

陳
慈
玉
（
二
〇
一
四
）『
近
代
台
湾
に
お
け
る
貿
易
と
産
業
』
御
茶
の

水
書
房
。

津
屋
崎
町
史
編
さ
ん
委
員
会
（
一
九
九
九
）『
津
屋
崎
町
史 

通
史
編
』

津
屋
崎
町
。

鶴
本
重
美
（
一
九
三
八
）『
日
本
食
塩
販
売
史
』
全
国
塩
元
売
捌
人
組

合
連
合
会
。

糖
業
協
会
編
（
一
九
六
二
）『
近
代
日
本
糖
業
史 

上
巻
』
勁
草
書
房
。

凃
照
彦
（
一
九
七
五
）『
日
本
帝
国
主
義
下
の
台
湾
』
東
京
大
学
出
版

会
。

東
洋
経
済
新
報
社
（
一
九
二
五
）『
大
日
本
外
国
貿
易
五
十
六
年
対
照

表
』。

富
岡
儀
八
（
一
九
八
三
）『
塩
の
道
を
探
る
』
岩
波
書
店
。

中
尾
敏
充
（
一
九
九
六
）「
非
常
特
別
税
法
の
継
続
化
と
税
制
整
理

（
一
）」『
阪
大
法
学
』
四
五
（
六
）、
一-

一
三
頁
。

中
尾
敏
充
（
二
〇
〇
一
）「
非
常
特
別
税
法
の
継
続
化
と
税
制
整
理

（
二
）」『
阪
大
法
学
』
五
一
（
四
）、
六
九
九-

七
二
八
頁
。

中
沢
弁
次
郎
（
一
九
三
三
）『
日
本
米
価
変
動
史
』
明
文
堂
。

長
妻
廣
至
（
一
九
八
六
）「
明
治
期
銚
子
醤
油
醸
造
業
を
め
ぐ
る
流
通

過
程
」『
千
葉
史
学
』
四
、
一
一
〇-

二
七
頁
。

中
西
聡
（
二
〇
〇
二
ａ
）「
近
代
の
商
品
市
場
」
桜
井
英
治
・
中
西
編

『
新
体
系
日
本
史 

一
二 

流
通
経
済
史
』
山
川
出
版
社
、
二
七
五-

三
二
六
頁
。

中
西
聡
（
二
〇
〇
二
ｂ
）「
国
内
市
場
狭
隘
説
と
帝
国
主
義
的
進
出
」



明
治
・
大
正
期
日
本
の
食
塩
市
場
と
塩
専
売
制
度
を
め
ぐ
る
経
済
史
研
究
の
意
義
と
課
題

）

六
一　
（
六
一

桜
井
英
治
・
中
西
編
『
新
体
系
日
本
史 

一
二 

流
通
経
済
史
』
山
川

出
版
社
、
三
二
六-

八
頁
。

中
西
聡
（
二
〇
一
六
ａ
）「
近
代
髙
梨
家
の
資
産
運
用
と
野
田
地
域
の

工
業
化
」
井
奥
成
彦
・
中
西
編
『
醤
油
醸
造
業
と
地
域
の
工
業
化
：

髙
梨
兵
左
衛
門
家
の
研
究
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
四
八
七-

五

三
四
頁
。

中
西
聡
（
二
〇
一
六
ｂ
）『
旅
文
化
と
物
流
：
近
代
日
本
の
輸
送
体
系

と
空
間
認
識
』
日
本
経
済
評
論
社
。

中
村
哲
（
一
九
六
七
）「
世
界
資
本
主
義
と
日
本
綿
業
の
変
革
」
河
野

健
二
・
飯
沼
二
郎
編
『
世
界
資
本
主
義
の
形
成
』
岩
波
書
店
、
三
九

九-

四
五
五
頁
。

中
村
尚
史
（
一
九
九
八
）『
日
本
鉄
道
業
の
形
成
：
一
八
六
九
〜
一
八

九
四
年
』
日
本
経
済
評
論
社
。

中
村
尚
史
（
二
〇
一
〇
）『
地
方
か
ら
の
産
業
革
命
：
日
本
に
お
け
る

企
業
勃
興
の
原
動
力
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
。

中
村
隆
英
（
一
九
七
一
）『
戦
前
期
日
本
経
済
成
長
の
分
析
』
岩
波
書

店
。

中
村
隆
英
（
一
九
八
五
）『
明
治
大
正
期
の
経
済
』
東
京
大
学
出
版
会
。

中
村
宗
悦
（
二
〇
〇
四
）「
水
産
品
の
生
産
と
流
通
」
松
本
貴
典
編
著

『
生
産
と
流
通
の
近
代
像
：
一
〇
〇
年
前
の
日
本
』
日
本
評
論
社
、

一
七
三-

二
一
三
頁
。

日
塩
（
一
九
九
九
）『
日
塩
五
十
年
史
』
日
塩
株
式
会
社
。

新
田
英
治
（
一
九
八
〇
）「
鎌
倉
時
代
〜
室
町
時
代
に
お
け
る
塩
の
流

通
」『
日
本
塩
業
大
系 

原
始
・
古
代
・
中
世
（
稿
）』
日
本
専
売
公

社
、
二
五
九-

三
三
〇
頁
。

日
本
塩
業
大
系
編
集
委
員
会
編
（
一
九
七
五
）『
日
本
塩
業
大
系 

史
料

編 

近･

現
代
（
一
）』
日
本
塩
業
研
究
会
。

日
本
塩
業
大
系
編
集
委
員
会
編
（
一
九
七
六
）『
日
本
塩
業
大
系 

史
料

編 

近･

現
代
（
三
）』
日
本
塩
業
研
究
会
。

日
本
銀
行
調
査
統
計
局
（
一
九
八
七
）『
明
治
以
降
卸
売
物
価
指
数
統

計
』。

日
本
専
売
公
社
（
一
九
五
六
）『
第
七
回
専
売
統
計
年
報
』。

日
本
専
売
公
社
（
一
九
五
八
ａ
）『
日
本
塩
業
史
』。

日
本
専
売
公
社
（
一
九
五
八
ｂ
）『
戦
後
日
本
塩
業
史
』。

日
本
専
売
公
社
（
一
九
六
四
ａ
）『
た
ば
こ
専
売
史 

第
二
巻 

専
売
局

時
代
そ
の
二
』。

日
本
専
売
公
社
（
一
九
六
四
ｂ
）『
た
ば
こ
専
売
史 

第
三
巻 

公
社
時

代
』。

日
本
専
売
公
社
（
一
九
六
六
）『
塩
業
整
備
報
告 

第
二
巻 

資
料
編
』。

日
本
専
売
公
社
（
一
九
八
二
）『
日
本
塩
業
大
系 

近
代
（
稿
）』。

日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
高
松
塩
業
セ
ン
タ
ー
（
一
九
九
一
）『
香

川
の
塩
業
の
歩
み
：
塩
つ
く
り
の
歴
史
』。

日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
高
松
塩
業
セ
ン
タ
ー
（
一
九
九
三
）『
木

太
塩
田
株
式
会
社
・
林
田
塩
産
株
式
会
社
沿
革
史
』。

農
商
省
食
糧
管
理
局
（
一
九
四
四
）『
食
糧
要
覧
』（
農
林
水
産
省
農
林

水
産
政
策
研
究
所
所
蔵
、
三
六
〇
／
八
四
）。

農
商
務
省
（
一
九
一
一
）『
第
二
十
六
次
農
商
務
統
計
表
』。

農
商
務
省
（
一
九
二
〇
ａ
）『
第
三
十
六
次
農
商
務
統
計
表
』。

農
商
務
省
（
一
九
二
〇
ｂ
）『
物
価
表 

自
明
治
三
十
三
年
至
大
正
八

年
』。

農
商
務
省
水
産
局
（
一
八
九
八
）『
輸
出
入
重
要
品
要
覧 

食
塩
』。

農
商
務
省
水
産
局
（
一
九
〇
四
）『
塩
業
調
査
所
試
験
成
績
報
告
（
松



史
　
　
　
学
　
第
八
八
巻
　
第
一
号

）

六
二　
（
六
二

永
試
験
場
ノ
部
）』。

農
商
務
省
農
務
局
（
一
九
一
四
）『
米
ニ
関
ス
ル
調
査
』。

農
商
務
省
農
務
局
（
一
九
一
九
ａ
）『
糖
業
概
覧
』。

農
商
務
省
農
務
局
（
一
九
一
九
ｂ
）『
大
豆
其
他
ノ
豆
類
ニ
関
ス
ル
調

査
』。

野
田
顕
彦
（
二
〇
一
四
）「
日
本
の
株
式
市
場
に
お
け
る
市
場
効
率
性

の
時
変
構
造
」『
経
済
学
論
叢
』（
同
志
社
大
学
）
六
五
（
四
）、
三

七
五-

八
九
頁
。

野
田
正
穂
・
老
川
慶
喜
編
（
二
〇
〇
三
）『
日
本
鉄
道
史
の
研
究
：
政

策
・
金
融
／
経
営
・
地
域
社
会
』
八
朔
社
。

長
谷
川
彰
（
一
九
九
二
）「
醤
油
醸
造
業
史
研
究
の
回
顧
と
展
望
」『
桃

山
学
院
大
学
経
済
経
営
論
集
』
三
三
（
四
）、
二
九-

五
四
頁
。

長
谷
川
彰
（
一
九
九
九
）「
醤
油
醸
造
業
史
研
究
の
新
た
な
動
向
に
つ

い
て
」
林
玲
子
・
天
野
雅
敏
編
『
東
と
西
の
醤
油
史
』
吉
川
弘
文
館
、

一-

二
〇
頁
。

花
井
俊
介
（
二
〇
〇
六
）「
大
正
・
昭
和
戦
前
期
の
有
価
証
券
投
資
」

石
井
寛
治
・
中
西
聡
編
著
『
産
業
化
と
商
家
経
営
：
米
穀
肥
料
商
廣

海
家
の
近
世
・
近
代
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
三-
三
九
頁
。

花
井
俊
介
（
二
〇
一
五
）「
有
価
証
券
投
資
と
リ
ス
ク
管
理
：
明
治
後

期
〜
昭
和
戦
前
期
」
井
奥
成
彦
・
中
西
聡
編
著
『
近
代
日
本
の
地
方

事
業
家
：
萬
三
商
店
小
栗
家
と
地
域
の
工
業
化
』
日
本
経
済
評
論
社
、

五
一-

九
六
頁
。

林
玲
子
（
一
九
八
六
）「
銚
子
醤
油
醸
造
業
の
市
場
構
造
」
山
口
和

雄
・
石
井
寛
治
編
『
近
代
日
本
の
商
品
流
通
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
三
七-

三
〇
一
頁
。

林
玲
子
（
一
九
九
九
）「
野
田
・
キ
ノ
エ
ネ
醤
油
の
経
営
：
大
正
・
昭

和
初
期
を
中
心
に
」
林
・
天
野
雅
敏
編
『
東
と
西
の
醤
油
史
』
吉
川

弘
文
館
、
九
五-

一
二
六
頁
。

林
玲
子
（
二
〇
〇
三
）『
関
東
の
醤
油
と
織
物
：
一
八
〜
一
九
世
紀
を

中
心
と
し
て
』
吉
川
弘
文
館
。

林
玲
子
（
二
〇
〇
五
）「
醤
油
の
原
料
」
林
玲
子
・
天
野
雅
敏
編
『
日

本
の
味 

醤
油
の
歴
史
』
吉
川
弘
文
館
、
三
〇-

七
頁
。

速
水
融
（
一
九
六
八
）『
日
本
経
済
史
へ
の
視
角
』
東
洋
経
済
新
報
社
。

速
水
融
（
一
九
七
三
）『
近
世
農
村
の
歴
史
人
口
学
的
研
究
』
東
洋
経

済
新
報
社
。

速
水
融
・
宮
本
又
郎
（
一
九
八
八
）「
概
説　

一
七
―
一
八
世
紀
」
速

水
・
宮
本
編
『
日
本
経
済
史
1
：
経
済
社
会
の
成
立 

一
七-

一
八

世
紀
』
岩
波
書
店
、
一-

八
四
頁
。

原
朗
（
一
九
八
三
）「
財
政
・
金
融
」
中
村
隆
英
・
伊
藤
隆
編
『
近
代

日
本
研
究
入
門 

増
補
版
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
四
二-

五
九
頁
。

菱
本
長
次
（
一
九
三
八
）『
朝
鮮
米
の
研
究
』
千
倉
書
房
。

平
井
健
介
（
二
〇
一
七
）『
砂
糖
の
帝
国
：
日
本
植
民
地
と
ア
ジ
ア
市

場
』
東
京
大
学
出
版
会
。

平
井
廣
一
（
一
九
九
七
）『
日
本
植
民
地
財
政
史
研
究
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
。

廣
山
堯
道
（
二
〇
一
六
）『
塩
の
日
本
史
』
雄
山
閣
。

深
尾
京
司
・
攝
津
斉
彦
（
二
〇
一
七
）「
成
長
と
マ
ク
ロ
経
済
」
深

尾
・
中
村
尚
史
・
中
林
真
幸
編
『
岩
波
講
座 

日
本
経
済
の
歴
史

3
：
近
代
1
』
岩
波
書
店
、
二-

二
二
頁
。

藤
井
信
幸
（
一
九
九
八
）『
テ
レ
コ
ム
の
経
済
史
：
近
代
日
本
の
電

信
・
電
話
』
勁
草
書
房
。

古
島
利
雄
・
安
藤
良
雄
（
一
九
七
五
）『
体
系
日
本
史
叢
書 

一
四 

流
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）

六
三　
（
六
三

通
史
Ⅱ
』
山
川
出
版
社
。

堀
江
保
蔵
（
一
九
三
三
）『
我
国
近
世
の
専
売
制
度
』
日
本
評
論
社
。

堀
和
生
（
二
〇
〇
九
）『
東
ア
ジ
ア
日
本
資
本
主
義
史
論
Ⅰ
』
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房
。

前
田
廉
孝
（
二
〇
一
五
）「
経
済
史
研
究
に
お
け
る
計
量
分
析
の
方
法

と
課
題
：
効
率
的
市
場
仮
説
を
め
ぐ
る
分
析
を
中
心
に
」『
西
南
学

院
大
学
経
済
学
論
集
』
四
九
（
二
・
三
）、
一
六
九-

九
〇
頁
。

前
田
廉
孝
（
二
〇
一
七
）「
戦
時
期
日
本
の
占
領
地
域
に
お
け
る
「
学

術
調
査
」：
一
九
四
二
年 
山
西
学
術
調
査
研
究
団
を
中
心
に
」
柳
沢

遊
・
倉
沢
愛
子
編
著
『
日
本
帝
国
の
崩
壊
：
人
の
移
動
と
地
域
社
会

の
変
動
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
二
九-

五
九
頁
。

前
田
廉
孝
（
二
〇
一
八
ａ
）「
書
評
：
高
島
正
憲
著
『
経
済
成
長
の
日

本
史
：
古
代
か
ら
近
世
の
超
長
期
Ｇ
Ｄ
Ｐ
推
計 

七
三
〇-

一
八
七

四
』」『
経
済
セ
ミ
ナ
ー
』
七
〇
〇
、
一
二
〇
頁
。

前
田
廉
孝
（
二
〇
一
八
ｂ
）「
食
料
を
め
ぐ
る
経
済
政
策
と
消
費
の
嗜

好
性
：
戦
前
期
日
本
の
米
穀
・
食
塩
を
中
心
に
」『
嗜
好
品
文
化
研

究
会
』
三
、
四
八-

五
五
頁
。

松
尾
尊
兌
（
一
九
七
四
）『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
岩
波
書
店
。

松
本
貴
典
（
一
九
九
六
）「
戦
前
期
日
本
の
貿
易
構
造
と
世
界
貿
易
」

松
本
編
『
戦
前
期
日
本
の
貿
易
と
組
織
間
関
係
』
新
評
論
、
四
五-

一
〇
五
頁
。

松
本
貴
典
・
奥
田
都
子
（
一
九
九
七
）「
戦
前
期
日
本
に
お
け
る
在
来

産
業
の
全
国
展
開
：
営
業
税
デ
ー
タ
に
よ
る
数
量
的
分
析
」
中
村
隆

英
編
『
日
本
の
経
済
発
展
と
在
来
産
業
』
山
川
出
版
社
、
一
一-

六

八
頁
。

松
本
貴
典
（
二
〇
〇
四
）「
近
代
日
本
の
地
域
経
済
発
展
：
地
域
産
業

連
関
表
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
」
松
本
編
著
『
生
産
と
流
通
の
近
代

像
：
一
〇
〇
年
前
の
日
本
』
日
本
評
論
社
、
四
一-

一
〇
四
頁
。

マ
ル
ソ
ー
フ
、
Ｒ
・
Ｐ
・（
一
九
八
九
）（
市
場
泰
男
訳
）『
塩
の
世
界

史
』
平
凡
社
。

三
浦
壮
（
二
〇
〇
八
）「
明
治
期
に
お
け
る
酒
醸
造
業
者
と
農
工
銀
行

に
関
す
る
資
料
：
山
口
県
都
濃
郡
太
華
村
『
村
井
家
文
書
』
目
録
・

抄
録
」『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』（
九
州
大
学
）
二
三
、
一
三
七-

六

三
頁
。

三
木
理
史
（
一
九
九
九
）『
近
代
日
本
の
地
域
交
通
体
系
』
大
明
堂
。

三
科
仁
伸
（
二
〇
一
八
）「
戦
前
期
に
お
け
る
地
方
資
産
家
の
企
業
経

営
と
有
価
証
券
投
資
：
静
岡
県
引
佐
郡
、
伊
藤
要
蔵
を
事
例
と
し

て
」『
社
会
経
済
史
学
』
八
三
（
四
）、
三
五-

六
二
頁
。

三
島
康
雄
（
一
九
八
五
）『
北
洋
漁
業
の
経
営
史
的
研
究
』
ミ
ネ
ル
ヴ

ァ
書
房
。

溝
口
敏
行
・
梅
村
又
次
編
（
一
九
八
八
）『
旧
日
本
植
民
地
経
済
統

計
』
東
洋
経
済
新
報
社
。

宮
田
忠
彦
・
多
田
通
夫
（
一
九
七
八
）『
香
川
の
産
業
誌
』
高
松
市
役

所
。

宮
地
英
敏
（
二
〇
〇
八
）『
近
代
日
本
の
陶
磁
器
業
』
名
古
屋
大
学
出

版
会
。

宮
地
正
人
（
一
九
七
三
）『
日
露
戦
後
政
治
史
の
研
究
』
東
京
大
学
出

版
会
。

宮
本
常
一
（
一
九
八
五
）『
塩
の
道
』
講
談
社
。

三
和
良
一
（
一
九
八
二
ａ
）「
塩
専
売
法
の
制
定
」『
日
本
塩
業
大
系 

近
代
（
稿
）』
日
本
専
売
公
社
、
六
二
九-

八
六
頁
。

三
和
良
一
（
一
九
八
二
ｂ
）「
塩
専
売
制
の
実
施
」『
日
本
塩
業
大
系 
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近
代
（
稿
）』
日
本
専
売
公
社
、
六
八
七-

七
五
九
頁
。

三
和
良
一
（
一
九
八
五
）「
戦
前
期
日
本
海
運
政
策
史
の
一
考
察
」『
青

山
経
済
論
集
』
三
六
（
二-

四
）、
七
九-

一
三
四
頁
。

三
和
良
一
（
一
九
九
二
）「
経
済
史
の
可
能
性
」『
青
山
経
済
論
集
』
四

四
（
三
）、
一
一
一-

六
三
頁
。

三
和
良
一
（
二
〇
一
二
）『
経
済
政
策
史
の
方
法
』
東
京
大
学
出
版
会
。

村
上
勝
彦
（
一
九
八
四
）「
日
本
資
本
主
義
と
植
民
地
」
社
会
経
済
史

学
会
編
『
社
会
経
済
史
学
の
課
題
と
展
望
』
有
斐
閣
、
一
九
三-

二

〇
〇
頁
。

持
田
恵
三
（
一
九
七
〇
）『
米
穀
市
場
の
展
開
過
程
』
東
京
大
学
出
版

会
。

森
久
男
（
一
九
九
三
）「
台
湾
総
督
府
の
糖
業
保
護
政
策
の
展
開
」『
台

湾
近
現
代
史
研
究
』
一
、
四
一-

八
二
頁
。

谷
ヶ
城
秀
吉
（
二
〇
〇
八
）「
台
湾
」
日
本
植
民
地
研
究
会
編
『
日
本

植
民
地
研
究
の
現
状
と
課
題
』
ア
テ
ネ
社
、
一
二
一-

五
四
頁
。

柳
沢
遊
・
岡
部
牧
夫
（
二
〇
〇
一
）『
展
望
日
本
歴
史 
二
〇
：
帝
国
主

義
と
植
民
地
』
東
京
堂
出
版
。

山
口
和
雄
（
一
九
八
六
）「
近
代
的
輸
送
機
関
の
発
達
と
商
品
流
通
：

北
陸
・
北
越
地
方
の
場
合
」
山
口
・
石
井
寛
治
編
『
近
代
日
本
の
商

品
流
通
』
東
京
大
学
出
版
会
、
七
五-

一
三
七
頁
。

山
口
和
雄
・
石
井
寛
治
編
（
一
九
八
六
）『
近
代
日
本
の
商
品
流
通
』

東
京
大
学
出
版
会
。

山
澤
逸
平
・
山
本
有
造
（
一
九
七
九
）『
長
期
経
済
統
計 

一
四 

貿
易

と
国
際
収
支
』。

山
下
恭
（
一
九
九
四
）「
近
世
後
期
に
お
け
る
赤
穂
塩
の
流
通
と
野
田

醤
油
」『
野
田
市
史
研
究
』
五
、
五
一-

六
六
頁
。

山
下
恭
（
一
九
九
九
）「
龍
野
藩
網
干
新
在
家
浜
と
醤
油
造
元
」
林
玲

子
・
天
野
雅
敏
編
『
東
と
西
の
醤
油
史
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
〇-

二
一
二
頁
。

や
ま
だ
あ
つ
し
（
二
〇
〇
八
）「
台
湾
総
督
府
の
産
業
政
策
と
在
地
有

力
者
」
堀
和
生
編
著
『
東
ア
ジ
ア
資
本
主
義
史
論
Ⅱ
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
、
一
一
五-

三
七
頁
。

山
本
明
（
一
九
六
〇
）「「
改
良
」
よ
り
「
専
売
」
へ
」『
日
本
塩
業
の

研
究
』
三
、
一
四
五-

八
六
頁
。

山
本
明
・
関
口
二
郎
（
一
九
六
三
）「「
公
益
専
売
」
へ
の
移
行
に
つ
い

て
[1]
」『
日
本
塩
業
の
研
究
』
六
、
一
〇
九-

三
四
頁
。

山
本
有
造
（
一
九
九
二
）『
日
本
植
民
地
経
済
史
研
究
』
名
古
屋
大
学

出
版
会
。

吉
永
昭
（
一
九
八
二
）「
近
世
の
塩
専
売
制
」『
日
本
塩
業
大
系 

近
世

（
稿
）』
日
本
専
売
公
社
、
三
七
九-

四
四
三
頁
。

林
敏
容
（
二
〇
〇
九
）「
日
本
統
治
時
代
に
お
け
る
台
湾
塩
の
対
日
本
、

朝
鮮
へ
の
輸
出
」『
南
島
史
学
』
七
四
、
三
三-

五
二
頁
。

林
敏
容
（
二
〇
一
一
）「
日
本
統
治
時
代
に
お
け
る
台
湾
塩
の
対
露
領

沿
海
州
と
樺
太
へ
の
輸
出
」『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』（
関
西
大

学
）
四
、
五
一
七-

三
二
頁
。

渡
辺
惇
（
一
九
八
〇
）「
近
代
日
本
に
お
け
る
植
民
地
塩
業
の
形
成
と

展
開
（
上
）」『
熊
本
大
学
教
育
学
部
紀
要 

人
文
科
学
』
二
九
、
二

九-

七
一
頁
。

渡
辺
惇
（
一
九
八
二
）「
外
地
塩
業
と
日
本
塩
業
」『
日
本
塩
業
大
系 

近
代
（
稿
）』
日
本
専
売
公
社
、
五
六
七-

六
二
七
頁
。
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【
中
国
語
文
献
】

張
麗
芬
・
張
靜
宜
（
二
〇
〇
九
）「
日
治
初
期
台
湾
塩
業
政
策
之
転

変
：
以
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
為
例
」『
崑
山
科
技
大
学
人
文
曁
社

会
科
学
学
報
』
一
、
二
七
一-

八
七
頁
。

黄
紹
恆
（
一
九
九
八
）「
日
治
初
期
（
一
八
九
五
〜
一
九
一
一
）
台
湾

塩
専
売
政
策
的
形
成
過
程
」『
経
済
論
文
叢
刊
』（
台
湾
大
學
）
二
六

（
一
）、
九
一-

二
〇
四
頁
。

【
一
次
史
料
】

『
専
売
局
報
』、
西
南
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵
。

野
崎
家
文
書
、
竜
王
会
館
所
蔵
。



明
治
・
大
正
期
日
本
の
食
塩
市
場
と
塩
専
売
制
度
を
め
ぐ
る
経
済
史
研
究
の
意
義
と
課
題

）

六
七　
（
六
七

売
部
長
発
通
牒
丁
第
三
八
九
五
号
「
塩
販
売
回
送
ニ
関
ス
ル
報
告

事
項
」
で
各
収
納
所
に
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
た
「
用
途
別
需
要

高
表
」
を
集
計
す
る
こ
と
で
作
成
さ
れ
た
（「
専
売
局
販
売
部
長
通

牒
丁
第
三
八
九
五
号
」
一
九
〇
八
年
七
月
一
五
日
（『
専
売
局
報
』

三
四
七
号
、
一
九
〇
八
年
七
月
二
〇
日
））。
そ
の
報
告
に
際
し
て

各
収
納
所
は
、「
塩
売
捌
人
及
消
費
者
ニ
就
キ
塩
商
況
調
査
ノ
傍
之

ヲ
調
査
ス
ル
」
こ
と
を
原
則
に
、
醤
油
醸
造
塩
は
「
其
ノ
数
量
ヲ

販
売
区
域
内
ノ
関
係
税
務
署
ニ
照
会
ス
ル
」
こ
と
も
求
め
ら
れ
た

（「
専
売
局
長
官
達
丁
第
三
〇
一
八
号
」
一
九
一
〇
年
八
月
二
九
日

（『
専
売
局
報
』
四
七
〇
号
、
一
九
一
〇
年
九
月
五
日
））。
つ
ま
り
、

同
調
査
は
売
捌
人
と
消
費
者
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
を
中
心
に
、

醤
油
税
徴
収
を
目
的
に
管
内
醤
油
醸
造
量
を
把
握
し
た
税
務
署
と

も
連
携
す
る
こ
と
で
正
確
性
の
向
上
が
図
ら
れ
た
。
但
し
、
そ
れ

で
も
な
お
、
正
確
性
は
用
途
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
専
売
局
が
通
常
の
一
般
定
価
よ
り
低
廉
な
特
別
定
価

で
売
り
渡
し
た
魚
類
塩
蔵
塩
と
曹
達
製
造
塩
は
、
消
費
者
が
購
入

時
に
申
告
し
た
指
定
用
途
と
異
な
る
目
的
で
使
用
し
た
場
合
に
は

塩
専
売
法
違
反
と
し
て
摘
発
さ
れ
た
一
方
で
、
醤
油
醸
造
塩
な
ど

一
般
定
価
塩
を
専
売
局
の
調
査
に
対
す
る
申
告
と
異
な
る
用
途
で

使
用
す
る
こ
と
は
合
法
と
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

特
別
定
価
売
渡
対
象
用
途
の
消
費
量
は
そ
れ
以
外
の
用
途
に
お
け

る
消
費
量
よ
り
正
確
性
が
相
対
的
に
高
か
っ
た
。
以
上
の
問
題
点

を
用
途
別
食
塩
消
費
量
統
計
に
は
指
摘
で
き
る
が
、
大
蔵
省
も
塩

専
売
制
度
運
用
の
参
考
に
用
い
た
同
統
計
の
重
要
性
は
高
く
、
そ

の
他
に
類
似
の
統
計
は
存
在
し
な
い
。

（
3
）　

太
平
洋
戦
争
時
に
山
西
省
を
占
領
し
た
日
本
も
解
州
塩
池
で
産

註（＊
）　

本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
度
三
田
史
学
会
大
会
（
二
〇
一
八
年
六

月
）
に
お
け
る
研
究
報
告
に
大
幅
な
加
筆
・
修
正
を
加
え
た
も
の

で
あ
る
。
本
稿
で
用
い
た
史
料
の
閲
覧
に
際
し
、
西
南
学
院
大
学

図
書
館
、
農
林
水
産
省
農
林
水
産
政
策
研
究
所
、
竜
王
会
館
に
ご

協
力
を
頂
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
独

立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（17K

03863

、

17H
02553

、18K
01734

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
1
）　

日
本
で
も
限
ら
れ
た
地
域
に
お
い
て
山
間
部
の
塩
泉
か
ら
「
山

塩
」
が
生
産
さ
れ
、
福
島
県
南
会
津
郡
伊
北
村
（
現
・
只
見
町
）

を
事
例
に
河
井
（
二
〇
〇
九
）
が
考
察
し
て
い
る
。
但
し
、
一
九

〇
五
年
度
の
塩
泉
製
塩
法
を
用
い
た
製
塩
量
三
四
一
五
斤
は
全
国

製
塩
量
の
〇
・
〇
一
％
未
満
で
あ
り
、
一
九
一
〇-

一
一
年
の
製
塩

地
整
理
で
全
廃
さ
れ
た
（
大
蔵
省
主
税
局
（
一
九
〇
六
、
一
六

頁
））。
ま
た
、
食
塩
輸
送
路
の
成
り
立
ち
は
地
理
学
も
し
く
は
民

俗
学
の
立
場
か
ら
も
多
く
の
研
究
が
為
さ
れ
、
代
表
的
な
成
果
に

は
田
中
（
一
九
六
七
）、
網
野
・
渡
辺
（
一
九
八
〇
）、
新
田
（
一

九
八
〇
）、
佐
々
木
（
一
九
八
〇
）、
亀
井
（
一
九
七
九
、
一
九
八

〇
）、
富
岡
（
一
九
八
三
）、
宮
本
（
一
九
八
五
）
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。

（
2
）　

図
1
に
示
し
た
用
途
別
食
塩
消
費
量
統
計
は
、
篠
原
（
一
九
六

七
）
が
醤
油
醸
造
量
推
計
の
根
拠
に
用
い
た
こ
と
で
塩
業
史
研
究

の
み
な
ら
ず
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
き
た
統
計
資
料
で
あ
る
。
し
か

し
、
管
見
の
限
り
で
本
統
計
の
特
徴
は
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

た
め
、
そ
の
作
成
方
法
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
本
統
計
は
、
塩
専

売
制
度
導
入
後
の
一
九
〇
八
年
七
月
一
五
日
に
大
蔵
省
専
売
局
販



史
　
　
　
学
　
第
八
八
巻
　
第
一
号

）

六
八　
（
六
八

さ
れ
た
食
塩
の
獲
得
を
目
論
ん
で
い
た
（
前
田
（
二
〇
一
七
、
一

五
〇
頁
））。

（
4
）　

消
費
量
に
は
、
工
業
用
消
費
を
含
み
、
輸
移
出
用
を
含
ま
な
い
。

（
5
）　

な
お
、
高
島
（
二
〇
一
七
）
は
非
農
業
部
門
の
成
長
が
農
村
工

業
を
中
心
と
し
た
製
造
業
部
門
で
は
な
く
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
部
門

の
成
長
に
よ
っ
て
牽
引
さ
れ
た
と
主
張
し
た
が
、
そ
の
推
計
に
は

精
度
向
上
の
余
地
も
残
さ
れ
、
今
後
に
お
け
る
議
論
の
進
展
が
待

た
れ
る
（
前
田
（
二
〇
一
八
ａ
））。

（
6
）　

宮
地
（
二
〇
〇
八
、
四-

一
三
頁
）
が
総
括
し
た
よ
う
に
、
中

村
（
一
九
七
一
、
一
九
八
五
）
と
阿
部
（
一
九
八
六
）
で
大
枠
が

明
確
化
さ
れ
た
在
来
産
業
史
研
究
の
対
象
は
、
小
・
零
細
規
模
の

経
営
体
が
無
動
力
の
伝
統
的
技
術
で
消
費
財
も
し
く
は
サ
ー
ビ
ス

を
生
産
す
る
産
業
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
在
来
産
業
は
第
一
次
大

戦
期
ま
で
近
代
産
業
と
「
均
衡
成
長
」
を
遂
げ
た
と
中
村
（
一
九

七
一
）
は
主
張
し
た
が
、
武
田
（
二
〇
〇
五
ｂ
）
は
有
業
者
数
成

長
率
で
近
代
産
業
を
下
回
っ
た
在
来
産
業
が
「
均
衡
成
長
」
を
達

成
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
労
働
生
産
性
の
上
昇
に
懐
疑
的
な
見
解

を
示
し
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、
沢
井
・
谷
本
（
二
〇
一
六
）
は

「「
近
代
産
業
」
に
包
含
さ
れ
な
い
産
業
経
営
に
も
固
有
の
発
展
の

論
理
を
認
め
、
か
つ
そ
れ
が
就
業
機
会
の
供
給
な
ど
の
局
面
で
、

マ
ク
ロ
の
経
済
動
態
に
も
規
定
的
な
要
因
と
し
て
機
能
す
る
」（
一

四
九
頁
）
と
主
張
し
、
在
来
産
業
史
研
究
の
重
要
性
を
説
い
た
。

さ
ら
に
、
深
尾
・
攝
津
（
二
〇
一
七
）
は
一
八
九
〇
年
代
以
降
に

先
進
的
技
術
の
普
及
と
伝
統
的
技
術
の
近
代
化
が
地
域
間
格
差
の

縮
小
と
製
造
業
の
労
働
生
産
性
上
昇
に
結
実
し
た
と
指
摘
し
、
間

接
的
な
が
ら
中
村
（
一
九
七
一
）
の
主
張
を
補
強
し
た
。

（
7
）　

一
九
七
〇
年
代
か
ら
流
通
史
研
究
が
興
隆
し
た
要
因
は
、「
半

封
建
的
零
細
耕
作
農
業
」
に
規
定
さ
れ
た
「
再
生
産
基
礎
の
本
質

的
狭
隘
性
」
が
国
内
市
場
の
拡
大
を
制
約
し
た
と
捉
え
る
小
林

（
一
九
三
二
）
の
「
国
内
市
場
狭
隘
説
」
に
対
し
、
正
田
（
一
九
七

一
）
と
中
村
（
一
九
七
一
）
が
在
来
産
業
の
成
長
と
個
人
消
費
の

増
大
に
よ
る
国
内
市
場
の
拡
大
を
指
摘
し
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。

但
し
、
石
井
（
一
九
八
六
）
が
強
調
し
た
よ
う
に
、
小
林
（
一
九

三
二
）
も
明
治
期
の
国
内
市
場
拡
大
そ
れ
自
体
は
認
め
て
い
た
こ

と
か
ら
、
双
方
の
主
張
は
必
ず
し
も
呼
応
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ

れ
で
も
以
上
の
議
論
は
、
個
別
具
体
的
な
実
証
研
究
が
積
み
重
ね

ら
れ
る
契
機
に
な
っ
た
。

（
8
）　

本
稿
で
は
、
日
本
が
直
接
的
も
し
く
は
間
接
的
に
統
治
し
た
地

域
の
う
ち
日
清
戦
争
開
戦
時
点
の
統
治
地
域
を
「
内
地
」、
そ
の
ほ

か
の
地
域
を
「
植
民
地
」
と
し
て
扱
う
。

（
9
）　

但
し
、
山
本
（
一
九
九
二
、
六
三-

一
一
一
頁
）
が
指
摘
し
た

よ
う
に
、
欧
米
列
強
が
有
し
た
通
商
上
の
既
得
権
に
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
起
因
し
、
日
本
は
領
有
直
後
よ

り
内
地
―
植
民
地
間
の
関
税
率
を
裁
量
的
に
変
更
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
関
税
率
操
作
な
ど
政
策
的
誘
導
の
目
的
は

正
貨
流
出
阻
止
の
み
に
限
ら
れ
ず
、
例
え
ば
米
穀
の
場
合
は
米
価

の
抑
制
と
内
地
・
朝
鮮
に
お
け
る
地
主
・
農
業
の
保
護
も
意
図
さ

れ
て
い
た
（
大
豆
生
田
（
一
九
九
三
、
一
一
五-

三
四
頁
））。

（
10
）　

こ
う
し
た
対
植
民
地
経
済
関
係
の
内
地
経
済
に
対
す
る
規
定
性

は
、
商
品
市
場
以
外
に
着
目
し
た
研
究
で
も
近
年
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、N

akajim
a and O

kazaki

（2018

）
に
よ
れ
ば
、

松
本
・
奥
田
（
一
九
九
七
）
と
松
本
（
二
〇
〇
四
）
で
指
摘
さ
れ



明
治
・
大
正
期
日
本
の
食
塩
市
場
と
塩
専
売
制
度
を
め
ぐ
る
経
済
史
研
究
の
意
義
と
課
題

）

六
九　
（
六
九

た
戦
前
期
西
日
本
の
高
い
人
口
増
加
率
は
、
関
税
率
の
低
下
に
促

さ
れ
た
内
地
・
朝
鮮
間
の
経
済
的
近
接
性
向
上
に
起
因
し
た
。

（
11
）　

サ
ン
プ
ル
サ
イ
ズ
、
算
術
平
均
、
標
準
偏
差
は
、
総
平
均
指
数
が

n
＝180´x= 136.4´  σ

 = 27.74´

、
食
塩
価
格
がn

＝179´x= 136.7´  σ
 = 56.21

で
あ
る
。

（
12
）　

一
九
七
〇
年
代
以
前
に
お
い
て
も
井
上
・
宇
佐
見
（
一
九
五

〇
）、
浅
田
（
一
九
六
八
）
が
日
本
の
植
民
地
支
配
に
つ
い
て
考
察

し
、
戦
後
日
本
の
植
民
地
研
究
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
た
。

（
13
）　

藤
田
ら
が
設
立
準
備
に
関
与
し
た
台
湾
塩
業
株
式
会
社
は
、
塩

専
売
制
度
下
で
大
蔵
省
が
台
湾
塩
移
入
取
扱
人
に
示
し
た
同
名
の

会
社
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

（
14
）　

藤
田
達
芳
「
農
商
務
省
よ
り
塩
業
大
会
に
諮
詢
せ
る
「
内
地
及

台
湾
塩
業
ヲ
並
進
セ
シ
ム
ル
手
段
」
に
対
す
る
意
見
」
一
八
九
九

年
四
月
（
野
崎
家
文
書
一
二
―
四
―
二
）。

（
15
）　

但
し
、
日
本
専
売
公
社
（
一
九
八
二
）
の
な
か
で
塩
専
売
制
度

の
運
用
過
程
を
扱
う
章
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
三
和
（
一
九
八
二

ｂ
）
は
、
食
塩
生
産
・
流
通
・
消
費
実
態
の
分
析
は
他
章
に
譲
っ

て
お
り
、
紙
幅
の
都
合
で
考
察
範
囲
に
制
約
が
課
さ
れ
た
こ
と
は

や
む
を
得
な
か
っ
た
。

（
16
）　

但
し
、
近
年
で
は
投
資
活
動
の
領
域
が
地
域
内
の
み
に
限
定
さ

れ
な
か
っ
た
地
方
資
産
家
の
存
在
も
指
摘
さ
れ
、
三
科
（
二
〇
一

八
）
は
同
窓
の
企
業
家
集
団
と
し
て
慶
應
義
塾
出
身
者
に
着
目
し

て
い
る
。


